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福祉・保健
本市では，第五次鹿児島市総合計画において，「健やかに暮らせる安全で安心なま

ち〔すこやか安心政策〕」を基本目標の一つとして掲げ，保健と福祉のさまざまな施
策に取り組んでいる。
令和２年度は，健康づくりについては，第二次鹿児島市健康増進計画「かごしま市

民すこやかプラン」に基づき，市民の健康づくりを推進する。また，第三次かごしま
市食育推進計画に基づき食育の総合的かつ計画的な推進を図る。
地域福祉については，第４期鹿児島市地域福祉計画に基づき，地域福祉ネットワー

クの一層の充実を図りつつ，福祉活動に携わる人材の確保を進め，見守り体制の充
実・連携を図る。
また，市民に福祉交流やボランティア活動を広げるイベントとして，わくわく福祉

交流フェアを中心市街地で開催する。
このほか，大規模災害発生時に避難所等における供給体制が整うまでの食糧や生活

必需品の備蓄を行う。
高齢化対策については，第７期鹿児島市高齢者保健福祉・介護保険事業計画に基づ

くサービスを総合的，体系的に実施する。
高齢者福祉については，引き続き敬老パスの交付や愛のふれあい会食事業を実施す

るとともに，家族・地域とのつながりを実感できる「すこやか長寿まつり」を実施す
るなど，高齢者の生きがいづくりの推進と社会参加の促進を図る。また，在宅福祉対
策として，紙おむつ等助成事業等を実施する。
後期高齢者医療制度については，被保険者のはり・きゅう施設等の利用に対する独

自助成を行うほか，長寿健診を実施する。
介護保険については，介護を必要とする高齢者等に対して保険給付を行うととも

に，要支援者等を対象に自立支援と介護予防を推進する，介護予防・日常生活支援総
合事業を実施する。また，「地域包括ケアシステム」の中核機関である長寿あんしん
相談センター（地域包括支援センター）を運営する。
障害者福祉については，身体・知的・精神及び発達障害を対象とした総合的な相談

等を行う障害者基幹相談支援センターや24時間365日の緊急対応（相談・受入れ）を
行う障害者地域生活支援拠点を運営するとともに，様々な分野において輝いている障
害者等を表彰するチャレンジド大賞等を通じて，障害及び障害者に対する市民の理解
を促進する。また，障害福祉サービス等に対する市独自の利用者負担軽減を行うほ
か，障害者の社会参加を促進するため，友愛パス及び友愛タクシー券を交付する。

保健予防については，元気いきいき検診の検診会場の増設等や，保健所で実施して
いるＨＩＶ，肝炎ウイルス，ＨＴＬＶ－１の無料検査を継続するなどの体制整備を行
うとともに，成人と高齢者・歯・心の健康，難病支援，食生活と栄養などの健康相
談・教室・訪問指導・健診等を通じて，健康管理や生活習慣改善への支援を行う。
また，感染症などの発生・まん延を防止するため，４種混合などの定期予防接種や

風しん抗体保有率の低い世代の男性等を対象に抗体検査を引き続き実施するととも
に，１歳以上２歳未満の者及び５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の者を対象
にしたおたふくかぜの予防接種費用等を助成する。
このほか，慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防ネットワークを運用し，人工透析の新規患者

の減少を図る。



１ 健康づくり
敢 健康増進計画推進事業（一部国庫補助事業 平成２５年度から実施）

目的・概要 第二次鹿児島市健康増進計画「かごしま市民すこやかプラン」（平成
２５年度～令和４年度）に基づき，子どもから高齢者まですべての市民
が共に支え合い，すこやかで心豊かに生活できるかごしま市の実現を
目指し，市民や関係機関・団体と一体となって，市民の健康づくりを
推進する。

事業内容 ① 計画の推進
ア 鹿児島市健康づくり推進市民会議の運営
イ 推進検討委員会等の開催

② 計画の周知・広報
ア 健康づくり月間での周知・広報

予 算 額 令和２年度 2，094千円
柑 働く世代の健康づくり事業（国庫補助事業 平成27年度から実施）

目的・概要 事業所との協働により，働く世代の生活習慣の改善やメンタルヘル
ス対策など健康づくり事業に取り組む。

予 算 額 令和２年度 2，071千円
桓 食育推進事業（市単独事業 平成２１年度から実施）

目的・概要 「食を通じて健康で，生き生きと生活できる活力あるかごしま市の
実現」を基本理念とする第三次かごしま市食育推進計画（令和元年度
～３年度）に基づき，食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
る。

事業内容 ① 食育推進委員会の開催
② 食育推進ネットワークの連携強化
③ 食育情報の発信
④ 食育推進支援員の派遣
⑤ 最終評価のための食育に関する市民意識調査の実施

予 算 額 令和２年度 4，587千円
棺 食育フェスタ開催事業（市単独事業 平成27年度から実施）
目 的 食に関する学習や体験活動を通じて食育の推進を図るため，市内大

学等と連携して「食育フェスタ」を開催する。
内 容 第６回かごしま食育フェスタの開催

主催 鹿児島市（協力：市内大学，食育推進ネットワーク）
予 算 額 令和２年度 3，428千円

款 市民健康まつり（平成元年度から実施）
目 的 市民健康まつりを開催し，健康の重要性及び定期健診等の必要性に

ついて，市民の関心を喚起するとともに市民の認識を深める。

－１５４－

福
祉
・
保
健
（
１
健
康
づ
く
り
）



内 容 第37回市民健康まつりの開催
主催 市民健康まつり実行委員会（鹿児島市医師会ほか９団体共催）

予 算 額 令和２年度 1，500千円
歓 受動喫煙防止対策事業（一部国庫補助事業 平成30年度から実施）

目的・概要 健康増進法の一部改正により，望まない受動喫煙の防止を図るた
め，多数の者が利用する施設等の区分に応じ，一定の場所を除き喫煙
を禁止するとともに，当該施設等の管理について権原を有する者が講
ずべき措置等について定められたことから，周知・広報や指導，助
言，勧告，命令など，保健所設置市として必要な対応を行う。

事業内容 ① 周知・広報，相談・問い合わせ対応
② 既存特定飲食提供施設に係る届出の受付，違反者への指導・助
言等

予 算 額 令和２年度 9，208千円
汗 保健師人材育成事業（一部国庫補助事業 令和元年度から拡充）

目的・概要 国が定める地域保健従事者現任教育推進事業に基づき作成した鹿児
島市保健師人材育成ガイドラインにそって，自治体保健師に求められ
る能力の育成と体系的な研修体制構築の推進を図り，効率的かつ組織
的な保健師の人材育成を行うことで地域保健への対応能力の向上を目
指す。

事業内容 ① 育成トレーナーによる新人保健師育成支援
② 新任期・中堅期・管理期などの保健師研修会の実施
③ 国立保健医療科学院等で開催の研修会・研究学会への参加

予 算 額 令和２年度 1，686千円
漢 プロスポーツチームとの協働による健康づくり事業（市単独事業 令和元年度か
ら実施）
目的・概要 幅広い世代の健康増進への意識を高めるため，プロスポーツチーム

との協働による健康づくりイベントを開催する。
事業内容 鹿児島ユナイテッドＦＣ及び鹿児島レブナイズとの協働によるイベ

ントの実施
予 算 額 令和２年度 1，307千円

澗 健康づくり応援事業（市単独事業 令和元年度から実施）
目的・概要 かごしま市民すこやかプランの中間評価で課題となった運動分野を

中心に，情報発信・きっかけづくりを行い，広く市民の健康づくりを
支援する。

事業内容 ① 庁内関係課との情報集約，運動ができる施設等のパンフレット
作成

② 理学療法士による健康遊具の使い方指導（５保健センター）
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予 算 額 令和２年度 221千円
潅 かごしま温泉健康プラザ

本施設は，温泉を活用した水中運動用プールや歩行浴，全身・部分浴などの各種浴
槽設備を備えており，市民が季節を問わず，水中運動効果や温浴効果により自主的な
健康づくりを図ることを目的に設置した。
業務開始 平成１１年４月
所 在 地 永吉二丁目２１番６号
総事業費 約２０億円
建物構造 鉄筋コンクリート造 ４階建ての４階（１・２階は西部保健センター）
敷地面積 ２，２５９．84釈（西部保健センターを含む）
延床面積 ４，０９２．５２釈（ 〃 ）
開館時間 午前９時～午後８時
休 館 日 毎週火曜日（休日のときは，その日後最も近い休日でない日）
使 用 料 大人３００円，小人（小・中学生）１５０円
施設内容 水中運動用プール（１７杓×６杓），歩行浴，全身・部分浴，気泡浴，

圧注浴，寝湯，ミストサウナ，冷水浴，ボディーシャワー，うたせ湯，
かぶり湯の１２種類の浴槽施設のほか，ストレッチルーム，リラックス
ルーム（休憩室）

環 さくらじま白浜温泉センター

本施設は，一般浴場，家族風呂，高齢者や身体障害者等を対象にした福祉浴場を備
えており，健康づくりに温泉を活用することで市民の健康保持及び福祉の増進を図る
ことを目的に設置した。
業務開始 平成５年５月
所 在 地 桜島白浜町１２６９番地
総事業費 ４５４，９５３千円
建物構造 鉄筋コンクリート造 ３階建て
敷地面積 ３，３９５．００釈
延床面積 １，347．54釈
開館時間 午前１０時～午後９時
休 館 日 毎月１０日（土・日・休日のときはその日後最も近い土・日・休日でない日）
使 用 料 大人 ３9０円，小人（小学生）１5０円

※毎月２６日（白浜温泉の日）は，大人・小人とも一律１００円
家族風呂１時間１，１００円（３０分超過ごとに５５０円加算）

施設内容 一般浴場（大浴槽，サウナ，水風呂，気泡湯（低周波），寝湯，露天
風呂），家族風呂，福祉浴場，一般休憩室，福祉休憩室
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２ 地域福祉
敢 地域福祉館

目 的 市民の交流や福祉活動及び地域福祉ネットワークの拠点として，ま
た，地域で活動する団体への活動支援を行う施設として，地域福祉館の
管理運営を行う。

施設内容 和室・洋室・児童ルームなど
管理運営 鹿児島市社会福祉協議会
令和２年度委託料予算額 444，731千円

－１５７－

福
祉
・
保
健
（
２
地
域
福
祉
）

令和元年度年間
延 利 用 人 員

施 設区 分

施 設 名 建 物敷 地開 所
人

25，872
釈

５１４
釈

４６５
昭和４８．４．１

（平成３．４．１移転新築）真 砂 福 祉 館１

13，295５０８８７４昭和４８．１２．１
（平成３．４．１改築）玉 里 福 祉 館２

20，113５５７７２３昭和４９．４．１
（平成９．９．９移転新築）甲 東 福 祉 館３

6，572２１６保育所の２階昭和５０．４．１上 町 福 祉 館４

7，369２５７〃昭和５１．４．１西 紫 原 福 祉 館５

38，988６２４１，８５５昭和５２．４．１
（平成２７．３．２６改築）城 西 福 祉 館６

6，912１８６保育所の２階昭和５４．４．１武 福 祉 館７

26，816５６０１，０２１昭和５５．４．１
（平成９．１１．１８移転新築）東 谷 山 福 祉 館８

3，207１６０保育所の２階昭和５５．４．１松 原 福 祉 館９

20，087５０７４７１昭和５７．９．１鴨 池 福 祉 館１０

16，986５０２６３８昭和５８．４．１宇 宿 福 祉 館１１

32，388３８９３６６昭和５８．４．１西 伊 敷 福 祉 館１２

21，222４５６７６０昭和５９．４．１坂 之 上 福 祉 館１３

15，753４９７３１０昭和５９．４．１甲 南 福 祉 館１４

19，307４９６７３１昭和６０．４．１武 岡 福 祉 館１５

21，587４５４１，０２２昭和６０．４．１玉 里 団 地 福 祉 館１６

9，502５５１５５１昭和６０．１０．１柳 町 福 祉 館１７

16，075４８２９２７昭和６１．２．１川 上 福 祉 館１８
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令和元年度年間
延 利 用 人 員

施 設区 分

施 設 名 建 物敷 地開 所
人

15，864
釈

４９１
釈

９２１昭和６１．４．１吉 野 東 福 祉 館１９

5，791２８６７０２昭和６１．９．１平 川 福 祉 館２０

18，032４９１７５０昭和６２．４．１明 和 福 祉 館２１

19，031３３０市営住宅
集会室の２階昭和６２．４．１紫 原 福 祉 館２２

14，548３７６２４８昭和６２．４．１八 幡 福 祉 館２３

14，792５０１６８３昭和６２．４．１西 谷 山 福 祉 館２４

29，534４９３６５８昭和６３．２．２０桜 ヶ 丘 福 祉 館２５

14，293４７２６３２昭和６３．３．２５田 上 台 福 祉 館２６

19，628４９６９６７平成元．４．１谷 山 北 福 祉 館２７

24，716５０７７９５平成元．９．１２吉 野 福 祉 館２８

20，489５１６８０１平成元．９．１２西 陵 福 祉 館２９

6，970５２５１，１２３平成２．４．１唐 湊 福 祉 館３０

19，902５０２７５８平成２．４．１星 ヶ 峯 福 祉 館３１

14，411５１５７７３平成３．４．１坂 元 福 祉 館３２

20，588５１１７３２平成４．４．１た て ば ば 福 祉 館３３

18，319５１６９４９平成４．４．１皇 徳 寺 福 祉 館３４

24，037５１５１，０５８平成４．４．１谷 山 福 祉 館３５

17，167５１５８７０平成５．４．１田 上 福 祉 館３６

15，617５３４６２２平成５．１０．１３花 野 福 祉 館３７

15，742５３７９７０平成６．４．１福 平 福 祉 館３８

25，377５５７１，００１平成８．１２．１４伊 敷 台 福 祉 館３９

22，555６００８２７平成１６．４．１宇 宿 中 間 福 祉 館４０

21，690５９９７８１平成１６．１１．９和 田 福 祉 館４１



柑 地域福祉館緑のカーテン設置事業（市単独事業 平成２０年度から実施）
目 的 地域福祉館において，「緑のカーテン」を設置することにより，市民

の環境対策への意識向上を図り，緑の街並みづくりを推進する。
予 算 額 令和２年度 １39千円

桓 小松原市民館・小野市民館緑のカーテン設置事業

（市単独事業 平成２２年度から実施）
目 的 市民館において「緑のカーテン」を設置することにより，市民の環境

対策への意識向上を図り，緑の街並みづくりを推進する。
予 算 額 令和２年度 20千円

棺 民生委員・児童委員

委員定数 １，０６7人（令和２．４．１現在）
活 動 費 年額 会 長 （５０人）１９１，０００円

副 会 長 （５０人）１６１，０００円
一般委員 （８６7人）１５５，０００円
主任児童委員（１００人）１５５，０００円

内容別相談・支援状況 （単位：件）

分野別相談・支援状況 （単位：件）

その他の活動状況 （単位：件） （単位：回，日）

款 民生委員児童委員見守り活動支援事業（市単独事業 平成２５年度から実施）
目 的 支援が必要な地域住民の早期発見，把握のため，地域での見守り活動

の周知広報や見守り活動協力事業者の拡大を図るなど，民生委員・児童
委員の見守り活動を支援する。

予 算 額 令和２年度 496千円
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合 計その他日常的
な支援

生 活

環 境
住 居

家 族

関 係
仕 事

年 金
・

保 険
生活費

子 ど も
の教育・
学校生活

子ども
の地域
生 活

子育て
・母子
保 健

健康・
保 健
医 療

介 護

保 険

在 宅

福 祉
区 分

53，13212，22213，4492，4196801，4453083078053，5665，5222，2333，9081，5564，712令和元年度
累 計

4．150．951．050．190．050．110．020．020．060．280．430．170．310．120．37１人当たり
１ 月 平 均

合 計そ の 他子どもに関すること障害者に関すること高齢者に関すること区 分

53，1328，38912，1402，63429，969令和元年度累計

4．150．660．950．212．34１人当たり１月平均

要保護児
童の発見
の通告・
仲 介

証明事務
民 児 協
運 営 ・
研 修

地域福祉
活 動 ・
自主活動

行事・事
業・会議
への参加
・ 協 力

調 査
・

実態把握
区 分

1665，71739，19364，34533，32523，542令和元年度
累 計

0．010．453．065．032．601．84１人当たり
１ 月 平 均

活動日数

連絡調整回数訪問回数

その他の
関係機関委員相互そ の 他訪 問 ・

連絡活動

190，50247，993104，64579，750124，851

14．883．758．176．239．75



歓 地域福祉推進事業（市単独事業 平成１６年度から実施 平成２０年度拡充）
目 的 地域でお互いに支えあい，助けあう仕組みを整え，安心して健やかに

暮らし続けられるまちづくりを進める。
内 容 ① 地域福祉館等を拠点とした地域福祉ネットワークの推進

地域福祉館等（４１福祉館＋市社協支部）を拠点に，地域福祉支援員
が地域の実情把握や問題点の分析及び検証を行いながら，地域福祉活
動への助言などの支援を行い，地域福祉ネットワークの推進に取り組
む。

② 地域福祉計画推進委員会及び地域福祉計画地区福祉推進会議
地域福祉計画の推進にあたり，計画の進行状況の確認及び推進のた

めの方策の検討，地域福祉の推進に必要な事項を全市的なレベルで審
議・提言を行う地域福祉計画推進委員会と本庁・支所単位で，住民全
体の取り組みや住民と行政との協働による地域福祉推進について協議
し，各地区の特性を踏まえた地域福祉活動を推進するための方策を検
討する地区福祉推進会議を設置・開催する。

③ 第４期鹿児島市地域福祉計画の推進
住民相互の協力により，地域でお互いに支えあう仕組みを整えると

ともに，生涯にわたって住み慣れた地域で健やかに暮らし続けられる
まちづくりを進めるための指針として，第４期鹿児島市地域福祉計画
（平成29年度～令和３年度）を推進する。

予 算 額 令和２年度 ３5，742千円
汗 わくわく福祉交流フェア（平成２４年度から実施）
目 的 市民に福祉交流やボランティア活動を広げることを目的に中心市街地

で開催する。
事業主体 鹿児島市及び鹿児島市社会福祉協議会
内 容 バザーや模擬店，福祉施設製作品展示即売，ステージイベント ほか
予 算 額 令和２年度 5，832千円

漢 地域振興基金の設置（平成２年度から積立）
目 的 高齢者等に対する福祉活動の促進，快適な生活環境の形成等を図る。
基金総額 535，243千円
令和元年度事業 基金運用から生ずる収益をすこやか長寿まつり開催事業，わく

わく福祉交流フェア等の事業用の財源の一部として充当
澗 社会福祉協議会への助成（市単独事業）
目 的 本市の福祉行政を補完する役割を果たしている社会福祉協議会の各事

業に対し助成を行い，事業の円滑な運営を支援することにより市民福祉
の増進を図る。
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内 容 社会福祉協議会が行う下記事業の運営費等に対し，補助を行う。
① 法人運営事業
② 地域福祉活動推進事業
③ ボランティア活動振興事業
④ 福祉コミュニティセンター運営事業

予 算 額 令和２年度 ２02，815千円
潅 社会事業協会への助成（市単独事業）
目 的 本市の福祉行政を補完する役割を果たしている社会事業協会の本部事

務局運営経費に対し助成を行い，事業の円滑な運営を支援することによ
り市民福祉の増進を図る。

内 容 社会事業協会の本部事務局の運営経費に対し，補助を行う。
予 算 額 令和２年度 ２4，792千円

環 各種団体等への助成（市単独事業）
目 的 民間篤志家等で結成されている各種団体に対し，補助金を交付し，そ

の活動を活性化することにより，市民の福祉の増進を図る。
内 容 鹿児島保護区保護司会への助成 等

甘 市民奉仕活動賠償傷害保険（市単独事業 昭和５９年度から実施）
市内の奉仕活動を行う住民団体の参加者が，過失により，行事参加者等に損害を与

え法律上の責任を負う場合や，奉仕活動中に思わぬ事故で負傷し，または死亡した場
合にこの保険で補償する。
令和２年度加入団体 １，541団体 補償対象者 ２47，862人
保険料全額市負担

監 中国残留邦人等支援事業（平成２０年度から生活支援等に拡大して実施）
目 的 永住帰国した中国残留邦人等（樺太残留邦人を含む）に対し，老後の

生活の安定，地域での生き生きとした暮らしを実現するため，必要な支
援を行う。

内 容 ① 中国残留邦人等への生活支援給付金等の支給（国の制度）
② 中国語のできる支援・相談員の配置（国の制度）
③ 自立支援通訳の派遣（国の補助事業）
④ 一日レクリエーションの実施（国の補助事業）

令和元年度実績 エコパークみなまた ほか
⑤ 帰国時の慰労金及び就職奨励金の支給（市単独事業 昭和４９年度か
ら実施）

予 算 額 令和２年度 ８4，130千円
看 ホームレス巡回相談指導事業（国の制度 平成２０年度から実施）
目 的 ホームレスの方々に対し，巡回相談を行い，必要に応じて，市総合相
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談窓口，生活保護等の申請，救護施設への入所及び健康相談の受診等に
ついて指導を行う。

予 算 額 令和２年度 １，281千円
竿 隣 保 館

目 的 福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティ
センターとして，各種相談事業や人権課題の解決のための各種事業を総
合的に行う。

予 算 額 令和２年度 28，852千円
① 小松原市民館 開設 昭和５４年４月

② 小野市民館 開設 昭和５８年４月

管 災害弔慰金，災害障害見舞金の支給及び災害援護資金の貸付

（国・県制度 昭和５７年７月１０日適用）
災害救助法等の適用された自然災害により，市民が死亡した場合，その遺族に対し

災害弔慰金を，精神又は身体に著しい障害を受けた市民には，災害障害見舞金を支給
する。
また，被災家庭の災害復旧に資するため世帯主に対して災害援護資金の貸付を行っ

ている。
支給額及び貸付限度額
① 災 害 弔 慰 金 主たる生計維持者の死亡 ５００万円以内

その他死亡 ２５０万円以内
実 績 令和元年度 250万円

② 災害障害見舞金 主たる生計維持者の障害者 ２５０万円以内
その他障害者 １２５万円以内
実 績 令和元年度 該当なし

③ 災害援護資金貸付 １世帯当たりの貸付限度額１５０万円から３５０万円
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小松原一丁目４８－６所 在 地
敷地４７７．３９釈 建物 延５９２．５６釈面 積
鉄筋コンクリート３階建構 造
調理室，図書室，会議・研修室，教養娯楽室，
相談室，多目的利用室，事務室施 設 内 容

（令和元年度）10，989人利 用 状 況

小野三丁目１３－７所 在 地
敷地６６１．８８釈 建物 延４０８釈面 積
鉄筋コンクリート２階建構 造
調理室，図書室，学習室，教養娯楽室，会議室，相談室，事務室施 設 内 容
（令和元年度）１0，253人利 用 状 況



（被害の種類及び程度により異なる）
償還期間 １０年間（うち据置期間３年）
実 績 令和元年度 該当なし

簡 被災者生活再建支援制度（国・県制度 平成１０年５月適用）
自然災害によりその生活基盤に著しい被害を受けた者に対し，都道府県が相互扶助

の観点から拠出した基金を活用して被災者生活再建支援金を支給するための措置を定
めることにより，その生活の再建を支援し，もって住民の生活の安定と被災地の速や
かな復興に資することを目的とする。
実 績 令和元年度 該当なし

緩 小災害救助（市単独事業 昭和４０年９月から実施）
目 的 災害救助法の適用を受けるに至らない火災，風水害その他の小災害に

よるり災者に対し，応急的に必要な救助を行い，援護を図る。
基 準 死亡者に対する弔慰金 １００，０００円

傷 害 者（１カ月以上） ３０，０００円
物資支給 毛布又はタオルケット１人１枚（社協と日赤から毛布，

タオルセット他）
見 舞 金（全焼・全壊）１世帯３０，０００円 １人増すごとに１５，０００円加算

（半焼・半壊）１世帯１５，０００円 １人増すごとに８，０００円加算
（床上浸水等）１世帯１０，０００円 １人増すごとに５，０００円加算

実 績 令和元年度 25世帯47人（内死亡者３人）
弔慰金・見舞金 1，202千円 毛布等36枚

予 算 額 令和２年度 1，491千円
缶 床上浸水被災者支援事業（市単独事業 平成１８年度から実施）
目 的 度重なる床上浸水の被害を受けた世帯で，自立して生活の再建をする

ことが困難な者に対し，生活の早期再建のため，床上浸水被災者支援補
助金を交付する。

対 象 次のいずれにも該当すること
① 連続する２カ年度内に２回以上の床上浸水の被災世帯
② 世帯全員の市民税が非課税であり，次のいずれかに該当する世帯
ア 世帯主が高齢者又は高齢者を扶養している世帯
イ 世帯主が障害者又は障害者を扶養している世帯
ウ 母子家庭等及び寡婦である世帯

基 準 ① 補助額
ア 畳を板張りにする世帯 限度額 １００千円
イ 畳替えをする世帯 限度額 ５０千円
ウ 補助率 １／２
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② 補助回数
ア 板張りに要する費用は，１回限り
イ 畳替えに要する費用は，年度内に１回限り

実 績 令和元年度 該当なし
予 算 額 令和２年度 1５０千円

翰 災害時食糧等物資備蓄事業（市単独事業 平成２４年度から実施）
目 的 大規模災害発生時に避難所等における供給体制が整うまでの食糧や生

活必需品の備蓄を行う。
備蓄物資 アルファ米，保存用パン，毛布，紙おむつ等
予 算 額 令和２年度 １5，490千円

肝 全国市長会防災・減災費用保険料（市単独事業 平成30年度から実施）
目 的 災害救助法の適用に至らない災害時に実際に支出した費用の一部を補

てんする「防災・減災費用保険」制度に加入する。
保険内容 避難所の設置 食品・飲料水・生活必需品の供給，職員の人件費など
予 算 額 令和２年度 4，944千円

艦 市内に設置されている社会福祉施設（市立を除く）
ア 県 立 （令和２．４．１現在）

イ 社会福祉法人・その他 （令和２．４．１現在）
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電 話設立年月日定 員名 称施 設 別

２２０－５８９６昭和２９．７．１－視聴覚障害者情報センター視 聴 覚 障 害 者
情 報 提 供 施 設

定 員職員数経 営 主 体総数施 設 の 種 類
9，409人1，847人社 会 福 祉 法 人 等116保 育 所
２81147社 会 福 祉 法 人５児 童 養 護 施 設
８０世帯61社 会 福 祉 法 人４母 子 生 活 支 援 施 設
４５人48社 会 福 祉 法 人２乳 児 院
２９69公 益 社 団 法 人 等２助 産 施 設
－－社 会 福 祉 法 人４障 害 児 入 所 施 設
－－社 会 福 祉 法 人 等15児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー
677－社 会 福 祉 法 人１８障 害 者 支 援 施 設
13059社 会 福 祉 法 人2養 護 老 人 ホ ー ム

2，7672，433社 会 福 祉 法 人 等52特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
５０８１２４社 会 福 祉 法 人 等１５軽 費 老 人 ホ ー ム
３０12社 会 福 祉 法 人１婦 人 保 護 施 設
－4社 会 福 祉 法 人１母 子 福 祉 セ ン タ ー
５０36社 会 福 祉 法 人１児 童 心 理 治 療 施 設
５０15社 会 福 祉 法 人１救 護 施 設



莞 社会福祉施設等（施設整備費）補助事業（国の事業 平成８年度から実施）
目 的 社会福祉法人等が社会福祉施設等を整備する場合に，施設整備費の一

部を補助する。
国の補助事業 補 助 額 国庫交付金・補助金基準額

負 担 割 合 国庫交付金・補助金基準額に４分の３を乗じて得た額
（国） の３分の２相当額又は定額

負 担 割 合 国庫交付金・補助金基準額に４分の３を乗じて得た額
（市） の３分の１相当額

予 算 額 令和２年度 0千円
観 社会福祉法人等の指導監査

目 的 社会福祉法人及び社会福祉施設等の適正な運営を図るため，関係法令，
通知による指導事項について監査等を行うとともに，必要な助言，指導
を行う。

令和２年度指導監査等対象数 社会福祉法人 122
社会福祉施設 ５71
介護保険施設等 1，186
障害福祉サービス事業等 1，052
有料老人ホーム 196

３ 介護保険
敢 介護保険制度（国の制度 平成１２年４月から実施）

目 的 介護保険は，自己責任の原則と社会的連帯の精神のもと，介護を要す
る状態になっても，できる限り自立した生活を営めるように，真に必要
な介護サービスを総合的・一体的に提供する制度である。

対 象 者 ① 第１号被保険者…６５歳以上の者
② 第２号被保険者…４０歳以上６５歳未満で医療保険に加入している者

保険給付の内容
① 居宅（介護予防）サービス等

訪問介護，（介護予防）訪問入浴介護，（介護予防）訪問看護，（介
護予防）訪問リハビリテーション，（介護予防）居宅療養管理指導，
通所介護，（介護予防）通所リハビリテーション，（介護予防）短期入
所生活介護，（介護予防）短期入所療養介護，（介護予防）特定施設入
居者生活介護，（介護予防）福祉用具貸与，（介護予防）福祉用具購入
費の支給，（介護予防）住宅改修費の支給，介護予防支援，居宅介護
支援
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② 施設サービス
介護老人福祉施設，介護老人保健施設，介護療養型医療施設，介護

医療院
③ 地域密着型（介護予防）サービス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護，夜間対応型訪問介護，地域密
着型通所介護，（介護予防）認知症対応型通所介護，（介護予防）小規
模多機能型居宅介護，（介護予防）認知症対応型共同生活介護，地域
密着型特定施設入居者生活介護，地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護，看護小規模多機能型居宅介護

④ サービス費の支給
高額介護（予防）サービス費，高額医療合算介護（予防）サービス

費，特定入所者介護（予防）サービス費
保 険 料 ① 第１号被保険者
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令和２年度保険料（年額）対 象 者所得段階

22，600円基準額×０．301

本人が生活保護受給者，中国残留邦人等支援給付
受給者の人
世帯全員が市町村民税非課税で，老齢福祉年金受
給者又は本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計から年金収入に係る所得を控除した額が80万
円以下の人

第 １ 段 階

37，500円基準額×０．5
世帯全員が市町村民税非課税で，本人の課税年金
収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る
所得を控除した額が120万円以下で，第１段階対象
者以外の人

第 ２ 段 階

52，500円基準額×０．7世帯全員が市町村民税非課税で，第1段階及び第２
段階の対象者以外の人第 ３ 段 階

67，500円基準額×０．９
世帯内に市町村民税課税の人がいるが，本人は市
町村民税非課税で，課税年金収入額と合計所得金
額の合計から年金収入に係る所得を控除した額が
80万円以下の人

第 ４ 段 階

74，900円基準額世帯内に市町村民税課税の人がいるが，本人は市
町村民税非課税で，第４段階対象者以外の人第 ５ 段 階

93，700円基準額×１．２５本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が125万円未満の人第 ６ 段 階

97，400円基準額×１．３本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が125万円以上200万円未満の人第 ７ 段 階

118，400円基準額×１．５８本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が200万円以上400万円未満の人第 ８ 段 階

138，600円基準額×１．８５本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が400万円以上600万円未満の人第 ９ 段 階

149，800円基準額×２．０本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が600万円以上800万円未満の人第１０段 階

157，300円基準額×２．１本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が800万円以上1,000万円未満の人第１１段 階

164，800円基準額×２．２本人が市町村民税課税で，
合計所得金額が1,000万円以上の人第１２段 階



合計所得金額については，地方税法に規定される合計所得金額から租税特別措置法に規
定される長期譲渡所得又は短期譲渡所得に係る特別控除額を控除した額となります。

② 第２号被保険者
加入している医療保険ごとに定められた算定方法による。

地域支援事業

要支援者等を対象に，自立支援と介護予防を推進する，介護予防・日常生活支援総合
事業を実施するとともに，地域の高齢者に対する総合相談支援・権利擁護等を行う包括
的支援事業，さらには地域の実情に応じた必要な支援等を行う任意事業を実施する。

（ア）介護予防・日常生活支援総合事業
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所管課令和２年度予算額事 業 の 内 容事業の種類

長寿あんしん課
保健予防課1，653，969（千円）

要支援者等を対象に多様なニーズに対応した多様な
サービスを提供し，高齢者の自立支援と介護予防を推
進する。

介護予防・生活支援
サービス事業（訪問型・
通所型サービス他）

長寿あんしん課16，181（千円）
アンケート調査により，閉じこもり等の何らかの支
援を要する高齢者を把握するとともに介護予防活動
への参加を促進する。

介護予防把握事業

保健予防課10，848（千円）生活習慣病予防や介護予防のための健康教育や個別
の相談を実施する。

シニア世代のヘルスプ
ロモーション事業

長寿支援課0（千円）
介護予防についての知識，保健福祉サービスに関す
る施策及び介護予防のポイントなどを掲載した冊子
を作成する。（隔年作成）

高齢者のしおり作成事
業

保健予防課25，432（千円）
高齢者を対象に，体操や創作活動を通して心身機能
の維持，回復をはかる。また，高齢者の介護予防と
共助の心が育つ地域づくりを推進する。

お達者クラブ運営支援
事業

保健予防課3，141（千円）
お達者クラブの運営を行うボランティアの健康づく
り推進員の養成及び健康づくり推進員協議会の支援
を行う。

健康づくり推進員支援
事業

保健予防課1，719（千円）
食生活改善推進員の実施する高齢者料理教室を支援
することにより，対象者が低栄養状態に陥ることの
予防と栄養状態の改善を図る。

高齢者料理教室支援事
業

長寿支援課1，022（千円）
地域において，声かけ活動等を行うボランティアグ
ループを「ともしびグループ」として登録し，地域
で支えあう地域福祉を推進する。

心をつなぐともしびグ
ループ活動推進事業

長寿あんしん課7，237（千円）

高齢者が介護保険施設等で行うボランティア活動や
健康診査の受診に対して換金等が可能なポイントを
付与することで，高齢者の生きがいづくりや介護予
防を推進する。

高齢者いきいきポイン
ト推進事業

保健予防課1，735（千円）

地域で介護予防の取組が推進できるよう，よかよか
元気クラブ（住民主体の通いの場）の拡大に向けた
普及啓発，継続のための支援，介護予防に資する地
域組織活動の育成及び支援等を行う。

地域で介護予防を展開
するための連携推進事
業

保健予防課10，744（千円）

リハビリテーション専門職が，よかよか元気クラブ
（住民主体の通いの場）等における集団及び個別指
導を実施する等，介護予防の取組を総合的に支援す
る。

地域リハビリテーショ
ン活動支援事業



（イ）包括的支援事業

（ウ）任意事業
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所管課令和２年度予算額事 業 の 内 容事業の種類

保健予防課636（千円）
高齢期の疾病予防・介護予防等を推進するため，口
腔機能向上，栄養改善，運動器機能向上を目的とし
た複合型教室を実施する。

一般介護予防（口腔・栄
養・運動）複合教室事業

所管課令和２年度予算額事 業 の 内 容事業の種類

長寿あんしん課653，148（千円）

高齢者の介護予防及び自立支援のため，地域包括支
援センターにおいて，保健師，社会福祉士，主任ケ
アマネジャーの３専門職が総合相談支援等の業務を
行う。

地域包括支援センター
運営事業

長寿あんしん課12，630（千円）
認知症の人が住み慣れた地域で生活を継続すること
ができるよう，国の「認知症施策推進総合戦略（新
オレンジプラン）」に基づく各種取組を実施する。

認知症オレンジプラン
推進事業

長寿あんしん課21，962（千円）
生活支援コーディネーターを地域包括支援センター
に配置し，介護予防・生活支援サービス事業者協議
会等を開催する。

生活支援体制整備事業

長寿あんしん課5，647（千円）

認知症の人が住み慣れた地域で生活を継続すること
ができるよう，認知症の人やその家族に早期に関わ
る「認知症初期集中支援チーム」を地域包括支援セ
ンターに配置し，早期診断・対応に向けた支援を行
う。

認知症初期集中支援推
進事業

長寿あんしん課11，106（千円）
地域包括ケアシステムを構築するため，在宅医療・
介護の連携推進協議会を開催し，本市における在宅
での医療と介護の連携を推進する。

在宅医療と介護の連携
推進事業

所管課令和２年度予算額事 業 の 内 容事業の種類

介護保険課9，459（千円）
利用者に適切なサービスを提供できる環境整備を図
るために，①ケアプランチェック，②給付実績の通
知，③講演会の開催等を行う。

介護給付適正化事業

長寿支援課1，600（千円）介護を行っている者を対象に，家族介護講習会や家
族介護交流会を実施する。

家族介護講習会等開催
事業

長寿支援課１，2００（千円）家族介護を継続して支援するため，介護慰労金を支
給する。

家族介護慰労金支給事
業

長寿支援課30（千円）
認知症高齢者が徘徊した場合に早期発見できるシス
テムを活用し，家族が安心して介護できる環境を整
備する。

徘徊高齢者家族支援
サービス事業

長寿支援課9，499（千円）
身寄りのない認知症高齢者等のため，審判の申立て
のほか，後見人等報酬の助成，制度の広報・普及活
動等を行う。

成年後見制度利用支援
事業

介護保険課600（千円）住宅改修費の申請書に添付する理由書の作成業務に
ついて支援を行う。住宅改修支援事業

長寿支援課20（千円）高齢者等の住宅改修を行う際，リフォームヘルパー
を派遣して相談に応じる。住宅改修指導事業

長寿支援課13，612（千円）
市営住宅及び県営住宅のシルバーハウジングに，社会
福祉法人から生活援助員を派遣し，入居者の在宅生活
を支援する。

高齢者住宅生活援助員
派遣事業



予 算 額 令和２年度 54，825，200千円（特別会計）
柑 低所得者対策

① 訪問介護等利用者負担助成事業

・障害者利用者支援措置（県の補助事業 平成１２年４月から実施）
障害者施策によるホームヘルプサービスを境界層該当として負担額のなかった

者が，介護保険の訪問介護等を利用した場合，利用者負担額を全額免除する。
・訪問介護等利用者負担助成（市単独事業 平成１３年４月から実施）
国の経過措置対象者として認定されていた者，市の経過措置対象者として認定

されていた者及び６５歳到達前に市の障害福祉サービスを利用していた者等が介護
保険の訪問介護等を利用した場合，利用者負担額を助成する。

予 算 額 令和２年度 ４，565千円
② 低所得者利用者負担助成事業

・社会福祉法人等による軽減に対する補助
（県の補助事業 平成１２年４月から実施）

社会福祉法人等が市の認定した低所得者に対して訪問介護，通所介護，（介護
予防）短期入所生活介護，定期巡回・随時対応型訪問介護看護，夜間対応型訪問
介護，地域密着型通所介護，（介護予防）認知症対応型通所介護，（介護予防）小
規模多機能型居宅介護，地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護，看護小規
模多機能型居宅介護，介護福祉施設サービス，第一号訪問事業のうち介護予防訪
問介護に相当する事業及び第一号通所事業のうち介護予防通所介護に相当する事
業の利用者負担額を軽減した場合，その社会福祉法人等に対して補助を行う。

対 象 者 市町村民税非課税世帯であり，年間収入が単身世帯で１５０万円以下で
ある者等，一定の要件を満たす生活が困難である者

・訪問サービス等利用者負担助成（市単独事業 平成１５年７月から実施）
市の認定した低所得者が，訪問入浴介護，訪問看護，訪問リハビリテーショ

ン，居宅療養管理指導，通所リハビリテーション，短期入所療養介護及び福祉用
具貸与のサービス（以上，介護予防を含む。）を利用した場合，利用者負担額を
助成する。

対 象 者 市町村民税非課税世帯であり，年間収入が単身世帯で１５０万円以下で
ある者等，一定の要件を満たす生活が困難である者（生活保護受給者を
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所管課令和２年度予算額事 業 の 内 容事業の種類

介護保険課4，266（千円）
介護相談員が介護サービスの提供の場を訪問し，
サービス利用者，家族等の話を聞き，利用者等の疑
問や不満，不安等の解消を図り，介護サービスの質
的な向上を図る。

介護相談員派遣事業

長寿あんしん課3，035（千円）
認知症の人や家族を支援するため，認知症サポー
ター及び認知症等見守りメイトを養成するととも
に，認知症介護教室を実施する。

認知症オレンジサポー
ター養成事業



除く）
・中山間地域等における利用者負担額軽減に対する補助

（県の補助事業 平成２１年４月から実施）
中山間地域等の小規模事業所加算対象事業所（社会福祉法人等）が，市の認定

した低所得者に対して，訪問介護サービスの利用者負担額を軽減した場合，その
社会福祉法人等に対して補助を行う。

対 象 者 市町村民税非課税者（生活保護受給者を除く）
予 算 額 令和２年度 6，609千円
③ 介護保険料低所得者対策事業（市単独事業 平成１５年４月から実施）
事業内容 生計困難者に対し，申請により介護保険料を第１段階相当額に減額す

る。
対 象 者 介護保険料の所得段階が第２段階から第５段階に該当する者で生活保

護基準以下の者
桓 鹿児島市介護保険事業計画

「鹿児島市介護保険事業計画」は，本市の介護保険事業に係る保険給付の円滑な実
施に関する計画であり，平成30年２月に平成30年度から令和２年度までの第７期計画
を策定した。また，「高齢者保健福祉計画」と共通する事項が多く，調和を保つ必要
があることから，「鹿児島市高齢者保健福祉・介護保険事業計画」として一体的に策
定している。

４ 高齢者福祉
敢 敬老パス交付事業（市単独事業 昭和４２年９月から実施）
目 的 高齢者に敬老の意を表するとともに，生きがいに満ちた日々を過ごし

ていただくよう，本市域内の市電・バス，桜島フェリー及び「あいば
す」の全区間を正規運賃の３分の１（１０円未満切り捨て）の自己負担で
利用できる敬老パスを交付する。

対 象 者 本市に居住し，住民登録を有する７０歳以上の者
交付実績 令和元年度 101，749人
予 算 額 令和２年度 422，807千円

柑 敬老祝事業（市単独事業 平成２９年度に見直し）
目 的 永年にわたり，社会に貢献してきた高齢者を祝福し，敬老の意を表す

るとともに，さらなる長寿を祈念して祝金等を支給する。
敬老祝金対象者 ９月３０日現在において満８８歳であって，９月１日現在にお

いて本市に居住し，住民登録を有する者。
満１００歳の誕生日に本市に居住し，１年以上住民登録を有す

る者。
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長寿者祝金対象者 ９月１日現在において，本市に居住し，１年以上住民登録
を有する者で，満１００歳を超える男性及び女性それぞれの最
高齢者。

支給状況 令和元年度 ８８歳 ２，915人 １００歳及び男女最高齢者 175人
支 給 額 ８８歳 ２０千円 １００歳 ５０千円

男女最高齢者 １００千円
予 算 額 令和２年度 80，920千円

桓 高齢者福祉バス運行事業（市単独事業 昭和６０年８月から実施）
目 的 高齢者の教養の向上及び健康増進のため高齢者福祉バスを運行する。
対 象 者 単位老人クラブ及び60歳以上の高齢者２０人以上（定員４５人の場合）また

は１０人以上（定員２7人または２4人の場合）を含む団体
（定員４５人：１台 定員２7人：１台 定員２4人：１台）

利 用 料 無料
実 績 令和元年度 運行回数 664回 利用人員 １4，612人
予 算 額 令和２年度 27，213千円

棺 愛のふれあい会食事業（市単独事業 平成３年度から実施）
目 的 高齢者とボランティアとの会食を通じ，孤独感の解消，生きがいづく

りの促進を図る。
対 象 者 ６５歳以上の家に閉じこもりがちな高齢者等
実 績 令和元年度 383団体 112，476食
利 用 料 １食２００円
予 算 額 令和２年度 ６4，573千円

款 すこやか長寿まつり開催事業（市単独事業 平成２４年度から実施）
目 的 家族や地域とのつながりを実感できるスポーツ・文化のイベントとし

て，すこやか長寿まつりを開催する。
実施事業 ○ねんりんステージ （高齢者の歌，舞踊の発表会や，著名人を招い

た催しを開催。）
○高齢者作品展 ○ゲートボール大会
○グラウンド・ゴルフ大会 ○ウォークラリー大会

予 算 額 令和２年度 １0，614千円
歓 福祉読本作成事業（市単独事業 昭和６３年度から実施）
目 的 ２１世紀を支える世代となる小学校児童に，高齢者及び障害者のおかれ

た状況・課題等について正しい理解と認識を深めてもらう。
作成部数 令和元年度 小学校高学年用 ６，250部
予 算 額 令和２年度 838千円
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汗 老人クラブ補助金交付事業（国の補助事業 昭和３７年度から実施）
目 的 老人クラブの健全な育成を図るとともに，老後の生活を明るく豊かな

ものにするため，単位老人クラブ及び市老人クラブ連合会に対し，助成
を行う。

結成状況 令和元年度 ３２0の老人クラブ（会員 １７，079人）
運営補助 １クラブあたり年額（会員数別）

５０人未満のクラブ ５６，４００円
５０人から９９人のクラブ ６６，０００円
１００人以上のクラブ ７８，０００円

予 算 額 令和２年度 ２０，649千円（単位老人クラブ運営補助）
1０，563千円（市老人クラブ連合会補助）

漢 高齢者健康づくり・生きがいづくり活動支援事業（市単独事業 老人クラブ補助
金交付事業から分離し平成１８年度から新規として実施）
目 的 高齢者の健康づくり活動及び生きがいづくり活動をしている老人クラ

ブ等に対し，助成を行う。
対 象 者 ・老人クラブ（会員２０人以上または会員の１／２以上の参加）

・構成員の２／３以上が６０歳以上の団体で６０歳以上の者が２０人以上参加
する場合

助 成 額 １活動につき３０，０００円以内（交付対象活動は１年に１活動を限度）
実 績 令和元年度 15団体
予 算 額 令和２年度 450千円

澗 高齢者ゲートボール場等管理事業（市単独事業 平成１５年度に３事業統合）
目 的 高齢者の健康保持と仲間づくり，地域社会での連帯意識の高揚を図る

ために設置しているゲートボール場，レジャー農園，グラウンド・ゴル
フ場を管理する。

設置基準 ・設置場所は地理的・地形的に安全な土地であること。
・５年以上無償で使用できること。
・ゲートボール場おおむね３７４釈以上，グラウンド・ゴルフ場おおむね
２，４００釈以上，レジャー農園おおむね１６５釈以上。

設置場所 ・ゲートボール場
市有地６カ所，民有地18カ所，計24カ所

・グラウンド・ゴルフ場
国有地１カ所，市有地１カ所，民有地８カ所，計10カ所

・レジャー農園
市有地７カ所，民有地５カ所，計12カ所

予 算 額 令和２年度 1，762千円
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潅 すこやか入浴事業（市単独事業 平成６年度から実施）
目 的 高齢者に敬老の意を表するとともに，健康増進と生きがいづくりの促

進のため，鹿児島市域の公衆浴場等を１００円の自己負担で利用できるす
こやか入浴機能付きの敬老パスを交付する。

対 象 者 本市に居住し，住民登録を有する７０歳以上の者
利用回数 １人年３０回以内
利用実績 ５76，496回（延回数）
交付実績 令和元年度 109，071人
予 算 額 令和２年度 166，899千円

環 高齢者すこやか温泉講座開催事業（市単独事業 令和元年度から実施）
目 的 市内の公衆浴場において，温泉に関する講座及び健康講座を開催する

とともに，入浴の機会を提供し，温泉がもたらす健康の効果を実感して
もらうことにより，高齢者の外出を促し，生きがいづくり・健康づくり
の促進を図るとともに，高齢者同士のふれあい交流を図ることを目的と
する。

実施回数 年間12回
予 算 額 令和２年度 2，578千円

甘 地域ふれあい交流助成事業（市単独事業 平成１０年度から実施）
目 的 高齢者の生きがいづくりを促進し，小中学生及び園児の高齢社会への

理解を促すため，地域における高齢者（６５歳以上の方）と小中学生及び
幼稚園等において園児との交流を深める事業を実施する団体（町内会，
老人クラブ，あいご会等）に対して事業に要する費用の助成を行う。

事業内容 最初に交付を受けた年度から３か年度までは１事業５万円を，４か年
度以降は１事業３万円を限度額として補助。（同一事業は３回まで）

実 績 令和元年度 191事業
予 算 額 令和２年度 8，075千円

監 高齢者福祉センター等管理運営事業（市単独事業 平成７年度から実施）
目 的 高齢者相互のふれあいと交流を図り，生きがいと健康づくりを支援す

る高齢者福祉センター等のうち，高齢者福祉センターの管理を指定管理
者として社会福祉法人鹿児島市社会福祉協議会に，喜入老人憩の家の管
理を株式会社南和産業に，すこやかランド石坂の里の管理を公益社団法
人鹿児島市シルバー人材センターに行わせる。
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○使 用 料 無料（ただし浴室は１人１回につき100円）
○利用対象者 本市に居住する６５歳以上の者。（ただし，東桜島は６０歳以上の者）

本市の老人クラブ等。
高齢者福祉センター東桜島，桜島，郡山，喜入老人憩の家，すこ
やかランド石坂の里は，市内の高齢者以外の団体の利用を認め
る。（浴室は除く）

所 在 地
・高齢者福祉センター与次郎 ・高齢者福祉センター谷山

与次郎一丁目１０番６号 西谷山一丁目１番７号
・高齢者福祉センター吉野 ・高齢者福祉センター桜島

吉野町３２７５番地３ 桜島横山町１７２２番地１７
・高齢者福祉センター郡山 ・高齢者福祉センター伊敷

郡山町１７６番地 下伊敷一丁目１０番３号
・喜入老人憩の家 ・すこやかランド石坂の里

喜入中名町１０００番地２２ 石谷町１３１７番地
・高齢者福祉センター東桜島

東桜島町７２０番地
予 算 額 令和２年度 324，172千円

看 元気高齢者活動支援事業（市単独事業 平成１３年度から実施）
目 的 高齢者の能力を生かし，積極的な社会参加と生きがいづくりを支援す

るため，専門的な知識や技術を取得した高齢者を「元気高齢者」として
登録し，老人クラブや町内会などの団体に講師として紹介する。

登録者数 令和元年度 54人
実 績 紹介件数 136件
予 算 額 令和２年度 18千円

竿 高齢者の元気応援協賛店登録事業（市単独事業 平成30年度から実施）
目 的 高齢者の生きがいづくり・健康づくりを推進するとともに，高齢者を

応援する社会の機運を高めるため，70歳以上の高齢者を対象に優待サー
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休館日開館時間名 称

敢月曜日

柑祝日

桓１２月２９日から
翌年の１月３
日まで

午前９時から午後５時

鹿児島市高齢者福祉センター与次郎
鹿児島市高齢者福祉センター谷山
鹿児島市高齢者福祉センター吉野
鹿児島市高齢者福祉センター桜島
鹿児島市高齢者福祉センター郡山
鹿児島市高齢者福祉センター伊敷
鹿児島市喜入老人憩の家
鹿児島市すこやかランド石坂の里

午前１０時から午後８時鹿児島市高齢者福祉センター東桜島



ビスを行う民間のスポーツ施設等を，市が協賛店として登録し，支援す
る。

協賛店登録数 令和元年度 55店舗
予 算 額 令和２年度 156千円

管 高齢者生きがい支援広報強化事業（市単独事業 令和２年度から実施）
目 的 高齢者の生きがい支援施策を集約したパンフレットを作成し，対果的

な広報を行うことにより，各施策のさらなる利用促進を図る。
予 算 額 令和２年度 2，500千円

簡 高齢者福祉相談員設置事業（市単独事業 昭和４７年度から実施）
目 的 ひとり暮らし高齢者等安心通報システム利用者等に対する電話による

健康状態の確認や各種相談業務等を行い，高齢者の福祉の増進を図る。
相 談 員 ２人
実 績 令和元年度相談件数 24，060件
予 算 額 令和２年度 ５，637千円

緩 高齢者福祉電話設置事業（市単独事業 昭和５１年１月から実施）
目 的 ひとり暮らしの高齢者等に対し福祉電話を設置し，孤独感を和らげる

とともに安否確認を行い，生命の安全を図る。
対 象 者 おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等で，生命の安全の確保が懸

念され，定期的な安否確認が必要な者 ※住民税非課税世帯であり，現
に電話が設置されていない世帯

設置状況 令和元年度末 稼働台数 84台
予 算 額 令和２年度 ２，510千円

缶 虚弱高齢者等福祉用具給付事業（市単独事業 平成１２年度から実施）
目 的 虚弱なひとり暮らしの高齢者等に対して，寝たきり予防等を図るため

介護保険給付対象外の福祉用具を給付する。
給付品目 ・手押し車 ・電磁調理器 ・吸引器
対 象 者 ６５歳以上の虚弱なひとり暮らし高齢者等

敢 手押し車は，下肢の不自由な者
柑 電磁調理器は，初期の認知症などにより，防火等の配慮が必要な者
桓 吸引器は，要介護３以上で必要と認められる者

費用負担 生計中心者の前年所得税額に応じた負担（無料～５割）
実 績 令和元年度 手押し車 700台 電磁調理器 42台 吸引器 94台
予 算 額 令和２年度 9，204千円

翰 寝たきり高齢者等寝具洗濯サービス事業（市単独事業 昭和５２年度から実施）
目 的 寝たきり高齢者等の保健衛生の向上及び福祉の増進を図る。
対 象 者 在宅の６５歳以上，要介護認定において要介護３以上と判定された者
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寝具洗濯サービスの対象 掛け布団・敷布団・毛布
実施回数 １人年間３回以内（申請時期により異なる）
実 績 令和元年度 延 580人
予 算 額 令和２年度 2，086千円

肝 寝たきり高齢者等理髪・美容サービス事業（市単独事業 平成６年度から実施）
目 的 寝たきり高齢者等の保健衛生の向上及び福祉の増進を図る。
対 象 者 在宅の６５歳以上，要介護認定において要介護３以上と判定された者
実施回数 １人年間３回以内（申請時期により異なる）
実 績 令和元年度 延 1，399人
予 算 額 令和２年度 5，468千円

艦 紙おむつ等助成事業（市単独事業 平成１２年度から実施）
目 的 紙おむつ等を使用している高齢者に対し，現物支給又は費用の一部を

助成することにより，高齢者の福祉及び衛生の向上を図るとともに，経
済的負担の軽減を図る。

対 象 者 在宅又は病院で紙おむつ等を使用している６５歳以上の高齢者で住民税
非課税世帯の者（介護保険施設利用者，生活保護受給者は除く）

助成内容 ＜在宅＞○要介護４・５の者
年額１０万円相当の紙おむつ等支給

○その他の者
年額５万円相当の紙おむつ等支給

＜入院＞ 月額４千円を限度とする現金助成
実 績 令和元年度 決定者数11，363人（現物支給：8，210人，現金支給：3，153人）
予 算 額 令和２年度 409，897千円

莞 寝たきり高齢者等訪問歯科診療推進補助事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 歯科診療が必要な寝たきりの高齢者等の歯科診療を推進するため，市

歯科医師会が訪問診療を行うのに必要な機材購入費及び運営費等に補助
を行う。

実 績 令和元年度 申込み件数210件 訪問回数728回
予 算 額 令和２年度 2，683千円

観 老人介護手当支給事業（市単独事業 昭和６１年度から実施）
目 的 在宅の寝たきり高齢者又は重度認知症高齢者を介護する者に介護手当

を支給し，介護者の労をねぎらうとともに，寝たきり高齢者等の福祉の
増進を図る。

対 象 者 本市に１年以上住所を有する者で，寝たきり高齢者又は重度認知症高
齢者を現に扶養し，同居又はこれに準ずる状態で６か月以上介護してい
る者
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① 寝たきり高齢者 ６５歳以上の者で，在宅において６か月以上常時
他の者の介護を必要とする者（要介護認定におい
て要介護３以上）

② 重度認知症高齢者 ６５歳以上の者で，認知症状により在宅において
６か月以上常時他の者の介護を必要とする者（要
介護認定において要介護３以上）

①・②ともに本市に１年以上住所を有する者であること及び在宅でな
い期間が３１日を超えないこと。

資格認定日 毎年度８月１日及び２月１日
手当の額 １人年額 ９０，０００円

４５，０００円（国の特別障害者手当又は経過的福祉手当の受給者）
実 績 令和元年度 寝たきり高齢者等1，635人

国の手当受給者 151人
予 算 額 令和２年度 166，869千円

諌 ひとり暮らし高齢者等安心通報システム設置事業（市単独事業 平成２５年度から
実施）
目 的 ひとり暮らし高齢者等の世帯で，急病などの緊急時にボタンを押した

ときや見守りセンサーが異常を感知したときに，警備員が駆けつける通
報システムを設置する。

対 象 者 ① ６５歳以上のひとり暮らし高齢者又は高齢者のみの世帯で，世帯全員
が病弱なため，日常生活を営むうえで常時注意を要する世帯

② ６５歳以上の高齢者のみの世帯で，同居する１人が重度の要介護状態
にある世帯

③ ８０歳以上のひとり暮らし高齢者世帯
実 績 令和元年度末 稼動台数 1，400台
予 算 額 令和２年度 78，895千円

貫 心をつなぐ訪問給食事業（市単独事業 平成５年度から実施）
目 的 ひとり暮らしの高齢者等に定期的な配食を提供し安否確認を行うこと

により，高齢者の健康で自立した生活の支援及び孤独感の解消を図ると
ともに，配食に従事する者とのふれあいを通じて，自立意欲を促進する。

対 象 者 定期的に安否確認を必要とする６５歳以上のひとり暮らしの高齢者で，食
生活の手助けを必要とする者。（高齢者のみの世帯で，世帯全員が要支
援以上の世帯などを含む）

配食回数 要支援２以上 昼食 週６回以内
夕食 週６回（昼食を６回受ける者等）

要支援１以下 昼食 週３回以内
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利 用 料 昼・夕食とも１食 ４００円（住民税非課税世帯に属する者及び生活保
護受給者は１食２００円）

実 績 令和元年度 利用者 2，110人 延 399，801食
予 算 額 令和２年度 262，077千円

還 老人性白内障等特殊眼鏡等助成事業（市単独事業 平成４年度から実施）
目 的 老人性白内障等により開眼手術を受けた高齢者のうち，人工水晶体の

埋め込み手術が不可能な者に対し，これに代わる特殊眼鏡等を購入した
場合，その費用の全部又は一部を助成し高齢者の福祉の向上を図る。

対 象 者 引き続き１年以上，市内に住所を有する６５歳以上の者で，所得税非課
税世帯に属する者

助成金額 特殊眼鏡 一対当たり実費相当額（限度額４万円）
コンタクトレンズ 一眼当たり実費相当額（限度額２万５千円）

実 績 令和元年度 ０件
予 算 額 令和２年度 ６５千円

鑑 高齢者住宅改造費助成事業（市単独事業 平成９年度から実施）
目 的 在宅の高齢者等がいる世帯に対し，住宅改造に必要な経費を助成し，

高齢者等の自立促進，寝たきり防止及び介護者の負担軽減を図る。
助成条件 ① 対 象 者 要介護認定で要支援以上と認定された者又はその同居

者で，同居者全員の前年課税所得の合計額が３３０万円以下
であり，納付すべき市税の滞納がない世帯

② 対象工事 既存の居室，浴室，台所，廊下等の設備構造等を高齢
者等に適応するように改造するための工事（※新築・増
築は対象外）

③ 助 成 額 １００万円と対象経費のいずれか低い金額に３分の２を
乗じた額（限度額 ６６万６千円）

実 績 令和元年度 111件
予 算 額 令和２年度 52，090千円

間 成年後見制度利用促進事業（市単独事業 （１部国補助あり）平成30年度から実施）
目 的 認知症や知的・精神障害などにより成年後見人等による支援が必要な

方を適切に成年後見制度の利用につなげるため，成年後見センターを設
置・運営し，制度の利用促進を図る。

予 算 額 令和２年度 31，546千円
閑 高齢者短期入所事業（市単独事業 平成12年度から実施）
目 的 被虐待高齢者や認知症等による徘徊高齢者等を一時的に養護老人ホー

ム等に入所させて保護する。
対 象 者 本市に住所を有し，要介護認定又は要支援認定を受けていない概ね65
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歳以上の者で，虐待を受け又は受けている疑いのある者で養護者と分離
する必要がある者 等

利用期間 原則７日以内
費用負担 施設利用料，食費，その他実費
予 算 額 令和２年度 358千円

関 高齢者虐待防止ネットワーク推進事業（市単独事業 平成20年度から実施）
目 的 地域包括支援センター，民生委員等の関係機関で構成する高齢者虐待

防止ネットワーク協議会を中心に，高齢者虐待の防止や早期発見に努
め，高齢者や養護者への支援を行うとともに，関係機関の連携体制の強
化を図る。

事業内容 ① 高齢者虐待防止ネットワーク協議会の運営
② 高齢者虐待対応
③ 高齢者虐待対応研修会の開催

予 算 額 令和２年度 266千円
陥 軽費老人ホーム谷山荘（Ｂ型）（市単独事業 昭和５１年度から実施）
目 的 低額な料金で高齢者に居室を提供し，併せて日常生活上必要な便宜を

供与する。
対 象 者 ① 本市に住所がある６０歳以上の者

② 家庭環境，住宅事情等の理由により，居宅において生活することが
困難な者

③ 自炊ができる程度以上の健康状態にある者
④ 収入が使用料の３．５倍以上ある者
⑤ 所得税を課せられていない者
※ 利用許可を受けた者とともに利用しようとする配偶者，三親等内の
親族その他特別な事情によりホームを利用させることが必要と認めら
れる者については①，④に該当しなくても利用できる。

使 用 料 １人用居室 月額 １１，０００円 ２人用居室 月額 １５，４００円
指定管理者 社会福祉法人 鹿児島市社会事業協会

予 算 額 令和２年度 21，887千円
韓 軽費老人ホーム（ケアハウス）事務費補助事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 軽費老人ホームの運営費に係る事務費について補助を行い，家庭環境，

住宅事情等の理由により居宅において生活することが困難な高齢者の入
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居を促進する。
補助内容 事務費基準額から，入所者が収入に応じて負担する額を差し引いた額

について補助する。
予 算 額 令和２年度 352，146千円

館 老人福祉施設協議会補助金交付事業（市単独事業 平成５年度から実施）
目 的 施設職員の資質の向上等を図るとともに，老人福祉施設の基盤強化を

図るため，鹿児島市老人福祉施設協議会に補助金を交付する。
対象事業 会議，研修会等
予 算 額 令和２年度 ２００千円

舘 高齢者福祉施設管理基金の設置（平成５年度から積立）
目 的 本市の高齢者福祉施設の管理運営に要する経費に充てることを目的と

して「高齢者福祉施設管理基金」を設置し，高齢者福祉の増進を図る。
事業概要 基金運用から生じる利息を高齢者福祉センターの管理運営事業の財源

として充当する。
基金総額 令和元年度末 ５，624，523千円

丸 養護老人ホームへの入所措置（国の制度 昭和２５年度から実施）
目 的 原則６５歳以上の者で環境上の理由等により居宅において養護を受ける

ことが困難な者を養護老人ホームに入所させることにより，心身の健康
保持及び生活の安定を図る。

対 象 者 原則６５歳以上の者で環境上及び経済的理由により居宅において養護を
受けることが困難な者

入所施設 市内施設 ３施設 定員180人
予 算 額 令和２年度 266，773千円

含 後期高齢者医療制度（国の制度 平成２０年度制度開始）
対 象 者 ７５歳以上の者及び６５歳から７４歳で一定の障害のある者
医療費の自己負担 １割（但し，現役並みの所得者は３割）
保 険 料 鹿児島県後期高齢者医療広域連合で決定し，保険料率は県内一律。

保険料（年額）＝均等割額（５5，100円）＋所得割額｛（総所得金額等－
基礎控除３３万円）×所得割率（10．38％）｝

所得に応じて，均等割額の軽減措置がある。
保険料の納め方 特別徴収（年金から控除）と普通徴収（金融機関の窓口等での納

付又は口座振替，納期は７月から翌年３月までの９期）
保健事業 後期高齢者医療制度の被保険者を対象とした長寿健診の実施
そ の 他 後期高齢者医療制度の被保険者を対象に，本市独自の事業としては

り・きゅう施設利用補助（施術１回につき１，１００円，年６０回以内），人間
ドック及び脳ドックの利用補助を行う。
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予 算 額 令和２年度 8，482，700千円（特別会計）
岸 鹿児島市高齢者保健福祉計画

「鹿児島市高齢者保健福祉計画」は，老人居宅生活支援事業及び老人福祉施設によ
る事業の供給体制の確保に関する計画であり，平成30年２月に平成30年度から令和２
年度までの計画を策定した。また，「介護保険事業計画」と共通する事項が多く，調
和を保つ必要があることから，「鹿児島市高齢者保健福祉・介護保険事業計画」とし
て一体的に策定している。
巌 鹿児島市立喜入園（養護老人ホーム）
目 的 環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受けることが

困難な者で，実施機関より措置又は委託された者を入所させ養護する。
入所対象者 原則６５歳以上の者で環境上の理由等により居宅において養護を受ける

ことが困難な者

玩 吉田福祉センター管理運営事業（市単独事業 平成１６年１１月から実施）
※旧吉田町単独事業 平成１０年度から実施

目 的 地域住民の福祉の増進及び福祉意識の高揚を図るため，吉田福祉セン
ターの管理を１８年４月から指定管理者として社会福祉法人鹿児島市社会
福祉協議会に行わせる。

○開館時間 午前９時～午後５時
○休 館 日 月曜日，祝日，１２月２９日から翌年の１月３日まで

所 在 地 本城町１６８７番地２
予 算 額 令和２年度 17，525千円
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職 員 数
令和２年度

予 算 額

令和元年度
月 平 均
入 所 者 数

定員建物面積敷地面積所在地
区 分

施設名

10人
千円

189，763３0．9人
人
５０２，４７７釈７，９７３釈

喜入町
８４６２養護老人ホーム



５ 障害者福祉
敢 身体障害者手帳の交付状況 （令和２．４．１現在）

柑 友愛パス交付事業（市単独事業 昭和４６年度から実施）
目 的 心身障害者等の更生への努力に対し，市民が励ましといたわりの気持

ちを表し，障害者等の福祉の増進を図るため，鹿児島市域の市電，市バ
ス，民営バス，桜島フェリーを無料で利用できる友愛パスを交付する。

対 象 者 本市に居住し，住民登録を有する６歳以上の障害者等で身体障害者手
帳（１級～４級）の交付を受けている者（ただし，４級については６５歳
以上），療育手帳の交付を受けている者，原爆被爆者諸手当の受給者及
び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者

交付状況

予 算 額 令和２年度 362，712千円
桓 友愛タクシー券交付事業（市単独事業 平成４年度から実施）
目 的 重度の障害者が，生活の利便及び社会参加の促進のためタクシーを利

用する場合に，その運賃の一部を補助することで，障害者の福祉の増進
を図る。

対 象 者 本市に居住し，住民登録を有する者のうち，身体障害者手帳の交付を
受けている者で，障害の程度が視覚の１級または２級の者，下肢の１級
から４級までの者（ただし４級については６５歳以上），体幹の１級から
３級までの者並びに内部障害の１級の者，療育手帳の交付を受けている
者で障害の程度がＡ１，Ａ２又はＡの者，精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている者で障害の程度が１級の者
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障 害 別 人 員
人（全人口約4．81％）交 付 者 数

１８歳未満１８歳以上

16人1，969人視 覚 障 害13，460人男

１８歳以上年
齢
及
び
性
別

93人2，778人聴 覚 障 害14，921人女

117人8，577人内 部 障 害28，381人計

5人240人言語機能障害305人男

１８歳未満 342人14，817人肢 体 不 自 由268人女

573人28，381人計573人計

令和元平成30平成29平成2８年 度

友 愛 パ ス

交 付 者 数

9，805人9，772人9，638人9，6７６人身体障害者
105人113人1２1人1２９人原爆被爆者

3，380人3，247人3，087人2，９４２人知的障害者
5，481人5，140人4，756人4，４８３人精神障害者



交付状況 9，937人（令和元年度）
身体障害者 9，184人 知的障害者 704人 精神障害者 49人

予 算 額 令和２年度 80，739千円
棺 ろうあ者福祉相談員設置事業（市単独事業 昭和４３年１０月７日から実施）
目 的 市内に居住するろうあ者の各種行政手続，一般生活相談等に応じ，広

く便宜を供与し，福祉の向上を図る。
対 象 者 ろうあ者及びろうあ者との問題で意思の疎通や理解を深める必要のあ

る者
相 談 員 １人
相談件数 884件（令和元年度）
予 算 額 令和２年度 ２，821千円

款 相談等業務委託事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 身体障害者，知的障害者本人又はその保護者等からの相談に応じ，必

要な指導や助言等を行うことにより，障害者福祉の増進を図る。
① 身体障害者相談員

身体障害者のうちから適当と認められる者に対し，身体に障害のあ
る者の相談に応じる業務を委託して，身体障害者からの更生援護の相
談に応じ必要な指導を行う。
相談員数 47人

② 知的障害者相談員
知的障害者の保護者である者のうちから適当と認められる者に対

し，知的障害者本人又は保護者等からの相談に応じる業務を委託し
て，知的障害者の更生援護に関する必要な指導，助言を行う。
相談員数 ９人

予 算 額 令和２年度 １，８59千円
歓 障害福祉サービス給付事業（国の制度 平成１８年度から事業を一本化）
目 的 障害者（児）に居宅介護，生活介護などの障害福祉サービス等を提供

する。
事業内容 日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と，自立した生活に

必要な知識や技術を身につける「訓練等給付」等があり，家庭などで利
用できる「訪問系サービス」，入所施設などで昼間に利用できる「日中
活動系サービス」，居住の場として利用できる「居住系サービス」等に
分けられる。
① 訪問系サービス

居宅介護（ホームヘルプ），重度訪問介護，同行援護，重度障害者
等包括支援，行動援護
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② 日中活動系サービス
生活介護，療養介護，自立訓練（機能訓練・生活訓練），就労移行

支援，就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）
③ 居住系サービス

施設入所支援，共同生活援助（グループホーム）
④ その他サービス

短期入所（ショートステイ），就労定着支援，自立生活援助
⑤ 地域相談支援給付（地域移行支援，地域定着支援）
⑥ 計画相談支援給付（サービス等利用計画）

利用者負担 原則，所得に応じた４区分の上限月額（ただし，利用したサービス費
用の１割の方が低い場合は，１割）

予 算 額 令和２年度 15，530，451千円
汗 障害福祉サービス利用者負担軽減事業（市単独事業 平成１８年度から実施）
目 的 市独自の利用者負担軽減を図り，利用を促進するため，利用者負担額

を２分の１とする。
事業内容 障害福祉サービスの利用について，利用者負担額を２分の１とする。
予 算 額 令和２年度 21，273千円

漢 障害児通所等支援事業（国の制度 平成１８年度から実施 平成２４年度から児童デ
イサービスが移行し，サービスを拡充して実施）
目 的 障害児に対する療育として，児童発達支援や放課後等デイサービス等

を実施し，日常生活における基本的な動作の指導，生活能力の向上のた
めに必要な訓練等を行う。

事業内容 在宅の障害児に対して，障害児通所支援事業所や保育所等において，
日常生活における基本動作の指導，集団生活への適応訓練及び生活能力
の向上のために必要な訓練等の支援を行うため，以下のサービス利用を
支援する。
① 障害児通所支援

児童発達支援，放課後等デイサービス，保育所等訪問支援，
居宅訪問型児童発達支援

② 障害児相談支援給付（障害児支援利用計画）
利用者負担 原則，所得に応じた３区分の上限月額（ただし，利用したサービス費

用の１割の方が低い場合は１割）
予 算 額 令和２年度 6，343，861千円

澗 障害児通所支援利用者負担軽減事業（市単独事業 平成１９年度から実施 ※平成
２３年度までは「児童デイサービス利用者負担軽減事業」）
目 的 市独自の利用者負担軽減を図り，利用を促進するため，利用者負担額
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を無料とする。
事業内容 障害児通所支援の利用について，利用者負担額を無料とする。
予 算 額 令和２年度 144，090千円

潅 補装具費支給事業（国の制度 昭和２５年度から実施）
目 的 身体障害者（児）の日常生活や社会生活の向上を図るため，失われた身

体機能や損傷のある身体機能を補うための用具（補装具）を購入，修理す
るための費用を支給し，身体障害者（児）の日常生活や社会生活の向上を
図る。

交付（修理）件数

予 算 額 令和２年度 168，335千円
環 障害児補装具費利用者負担軽減事業（市単独事業 平成１９年度から実施）
目 的 障害児の補装具費の支給について，利用者負担の軽減を図る。
事業内容 障害児の補装具費の支給に際し，当該支給に係る利用者負担額を２分

の１とする。
予 算 額 令和２年度 1，345千円

甘 難聴児補聴器購入助成事業（市単独事業 平成２５年度から実施）
目 的 補聴器の装用による言語の習得やコミュニケーション能力の発達，教

育上必要な聴力の確保を図る。
事業内容 １８歳未満で身体障害者手帳の交付対象とならない難聴児の補聴器購

入，修理に要する費用の一部を助成する。
予 算 額 令和２年度 911千円

監 日常生活用具給付事業（国の制度 昭和４７年度から実施）
目 的 在宅の重度障害者が日常の家庭生活を営む上での不便を解消するため

に，用具を給付することにより，日常生活の利便を図る。
対 象 者 在宅の重度障害者（品目により障害種別・等級は異なる）
給付件数

予 算 額 令和２年度 １26，175千円
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看 社会参加促進事業（国の制度 一部単独事業）
目 的 共生社会の実現に向けて，障害者の自立と社会参加の促進を図る。
内 容 ① 手話講座の実施（昭和５７年度から実施）

市民を対象に各クラスごとに手話講座を実施
（入門：75人，基礎：95人，手話通訳者養成：７５人）

② 手話通訳者の設置（昭和５３年度から実施）
本庁及び各支所に手話通訳者を設置

③ 手話通訳者等派遣事業（平成１４年度から実施）
聴覚障害者及び音声機能又は言語機能に障害がある者に対し，申請

に応じて，手話通訳者及び要約筆記者を派遣することにより，障害者
の自立と社会参加の促進を図る。

④ 自動車改造費助成（昭和５３年度から実施）
身体障害者が自ら使用する自動車の改造に要する経費を助成（限度

額 １０万円：所得要件あり）
⑤ 自動車運転免許取得費助成（平成１０年度から実施）

身体障害者が自動車運転免許を取得するための経費の一部を助成
（限度額 １０万円）
⑥ スポーツ大会の開催（昭和４２年度から実施）

身体障害者体育大会，知的障害者スポーツ大会
⑦ １日レクリエーション（市単独事業 昭和４７年度から実施）
⑧ レクリエーション教室開催（平成８年度から実施）
⑨ ボランティア活動参加促進（知的障害者）（平成８年度から実施）

知的障害者が行うボランティア活動を支援
⑩ 要約筆記講座の実施（平成２６年度から実施）

市民を対象に要約筆記講座を実施（２０人）
⑪ 盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業（平成２６年度から実施）

視覚機能と聴覚機能に障害を併せ持つ重度重複障害者に対し，申請
に応じて，盲ろう者向け通訳・介助員を派遣することにより，障害者
の自立と社会参加の促進を図る。

⑫ 盲ろう者向け通訳・介助員養成研修事業（平成２６年度から実施）
予 算 額 令和２年度 ５7，696千円

竿 重度身体障害者ガソリン代等助成事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 重度の身体障害者のうち，自ら自動車を運転することにより社会参加

が可能で，かつ，低所得の方に対し自動車の燃料費の一部を助成するこ
とにより，社会参加を容易にし自立を促進する。

助 成 額 ① ガソリン車 １リットル当たり４０円 年１８０リットル以内
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② 軽油車 １リットル当たり１８円 年１８０リットル以内
助成人員 65人（令和元年度実績）
予 算 額 令和２年度 517千円

管 ゆうあい館交流事業補助金（市単独事業 平成６年度から実施）
目 的 本市の障害者が集う心身障害者総合福祉センター（ゆうあい館）にお

いて実施される交流事業に対し補助金を交付し，障害者の社会参加，福
祉の向上に寄与する。

内 容 ゆうあい館交流事業実行委員会が実施するゆうあい館交流フェスタに
対し補助金を交付する。

予 算 額 令和２年度 30０千円
簡 ゆうあい福祉バス運行事業（平成９年度から実施 令和２年４月から地域生活支
援事業に移行）
目 的 障害者団体等からの要請に応じて，リフト付バスを運行し，障害者の

各種研修会，講演会，スポーツ，レクリエーション等への参加を容易に
することによって，障害者の社会参加の促進を図る。

事業内容 リフト付バス １台（定員２4人）
運行範囲 鹿児島県内（離島を除く）
利用日・時間 １２月２９日から翌年の１月３日までを除く日

午前９時３０分から午後４時３０分まで
実 績 令和元年度 運行回数 １63回，利用人員 延5，816人
予 算 額 令和２年度 6，214千円

緩 福祉用具貸与事業

（市単独事業 平成３年度から実施。ベビーセンサーは平成１９年度から実施）
目 的 社会生活上福祉用具を必要とする者に対して，福祉用具を貸与するこ

とにより障害者の社会参加と福祉の増進に寄与する。
対 象 者 原則として，本市に居住する者で，下記に該当する者

・車いす 医療機関への通院，旅行等社会生活上車いすを必要とする者
・ベビーセンサー 乳幼児を養育する聴覚障害者

貸与期間 車いす おおむね１ヶ月
ベビーセンサー ２ヶ月（最長１年まで更新可能）

実 績 車いす 令和元年度 128件
ベビーセンサー 令和元年度 ０件

缶 鹿児島県福祉のまちづくり条例関係事務（県移譲事務 平成１２年度から実施）
概 要 「鹿児島県福祉のまちづくり条例」に基づき，障害者等に配慮した生

活環境の整備並びにまちづくりを推進するため，不特定多数の者の利用
に供する施設のうち，障害者等が安全かつ快適に利用できるようにする
ための整備を促進することが特に必要な施設の新築等の内容についての
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届出を受理する。また，整備基準に適合していることを証する証票の交
付の請求により，適合しているものに対し交付する。
なお，平成９年度施行した「鹿児島市福祉環境整備指針」は県条例の

適用を受けない小規模の対象建築物について協議等を行っている。
翰 訪問入浴事業（国の制度 昭和４９年度から実施）
目 的 自力及び家族の介助で入浴が困難な重度心身障害者の家庭に移動浴槽

車を派遣し，心身障害者の保健衛生の向上及び家族の介護負担の軽減を
図る。

対 象 者 身体障害者手帳１・２級または知能指数３５以下で，寝たきりの状態に
あり，家族の介助だけでは入浴することができない者

利用回数 １人１月６回以内
実 績 令和元年度 延 3，611人
予 算 額 令和２年度 48，802千円

肝 ゆうあい訪問給食事業（市単独事業 平成１２年度から実施）
目 的 ６５歳未満の独居障害者世帯等を訪問して食事を提供することにより，

栄養及び献立等の面で単調になりがちな食生活を改善し，障害者の健康
増進を図るとともに，孤独感の解消を図る。なお，昼食に加えて，平成
１６年７月から夕食の配食を実施している。

対 象 者 独居重度身体障害者（１・２級）及び重度身体障害者だけの世帯の者
で食事の調理が困難な者

利用回数 昼食 週６回以内
夕食 昼食を週６回受けている者のうち希望者は週６回

利用者負担 １食４００円（住民税非課税世帯，生活保護受給者は１食２００円）
登録者数 330人（令和元年度末）
予 算 額 令和２年度 38，517千円

艦 移動支援事業（国の制度 平成１８年度から実施）
目 的 屋外での移動が困難な障害者（児）に外出時の支援を行うことにより，

社会参加と自立を促す。
対 象 者 身体障害者 身体障害者手帳の第１種の所持者

知的障害者 療育手帳の所持者
精神障害者 精神障害者保健福祉手帳所持者で障害支援区分が１以

上，かつ「行動援護および重度障害者等包括支援の判定基
準表」において５点以上の者

難病患者等 外出に支援が必要であると認められる者
そ の 他 65歳到達前の過去５年間継続して援助支援の決定を受け

ていた者
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事業内容 ① 場所の移動のために必要となる支援
② 目的地における行動支援

利用時間 基本 １５時間／月
個別事情に応じ，期限を定めて必要時間を追加

利 用 料 １時間あたり 身体介護を伴う ２００円
身体介護を伴わない ７５円
市町村民税非課税世帯及び生活保護世帯は無料

予 算 額 令和２年度 283，384千円
莞 日中一時支援事業（国の制度 平成１８年度から実施）
目 的 介護者の生活支援及び障害者（児）の日中活動の場を確保することに

より，障害者（児）及び家族の安定した生活を保障する。
対 象 者 障害福祉サービスの「短期入所」の支給決定を受けている障害者及び

障害児
事業内容 障害者（児）を介護する者が，疾病等の理由により居宅における介護

ができない場合に，一時的に施設に預け，必要な保護を行う日帰り
ショートステイ

利用時間 基本 ３０時間／月
個別事情に応じ，期限を定めて必要時間を追加

利 用 料 １時間あたり ３０円（医療型 １時間あたり ４０円）
市町村民税非課税世帯及び生活保護世帯は無料

予 算 額 令和２年度 41，177千円
観 地域活動支援センター事業（国の制度 平成１８年度から実施）
目 的 在宅の障害者に創作的活動や生産活動の機会を提供することにより，

自立と社会との交流を促進する。
対 象 者 在宅の障害者
事業内容 機能訓練，社会適応訓練，創作活動，生産活動等
利 用 料 無料
委託施設 ゆうあい館，ふれあい館，つわぶき苑，にしべっぷの里，とんぼ，か

けはし，ひだまり，ソーバーハウス，サポートやすらぎ，クリンカハウ
ス，ドリーム，さをり工房うえ～ぶ，きずな館，結い愛の郷

予 算 額 令和２年度 184，062千円
諌 更生訓練費支給事業（国の制度 平成１８年度から実施）
目 的 更生訓練費を支給し，社会復帰の促進を図る。
事業内容 就労移行支援又は自立訓練を利用している障害者に更生訓練費を支給

する。
予 算 額 令和２年度 7，672千円
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貫 福祉ホーム事業（国の制度 平成１０年度から実施 平成１８年１０月から障害者自立
支援法による地域生活支援事業へ移行）
目 的 日常生活に支障のある障害者に対し，低額な料金で日常生活に適する

ような居室その他の設備を利用させるとともに，日常生活に必要な便宜
を供与する福祉ホームを運営する社会福祉法人に運営費の一部を助成し，
障害者の福祉の増進を図る。

対象施設 自立ホームゆめの里 川上町６８０－３ 定員１１人
福祉ホームしろやま 下福元町３３３４ 定員８人
福祉ホームむぎのめの里 川上町１８６２－１ 定員１０人
こかげの里 川上町６８５－１２ 定員１４人
福祉ホームつわぶきハウス 犬迫町8032－2 定員８人

予 算 額 令和２年度 １1，409千円
還 身体障害者福祉電話設置事業（市単独事業 平成５年度から実施）
目 的 在宅の重度身体障害者に対し福祉電話を貸与することにより，聴覚障

害者又は外出困難な重度身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡
の手段の確保を図るとともに，電話による安否の確認や，各種相談に応
じ，もって重度身体障害者の福祉の増進を図る。

対 象 者 聴覚障害者又は外出困難な重度身体障害者で，身体障害者手帳の等級
が２級以上の者

設置状況 令和元年度 ２台 累計64台
予 算 額 令和２年度 １，546千円

鑑 ひとり暮らし障害者等安心通報システム設置事業（市単独事業 平成２５年度から
実施 ※２４年度までは「身体障害者在宅介護支援システム設置事業」）
目 的 障害者が，長年住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせるよう緊急通

報システムを設置する。
事業概要 障害者が緊急通報装置本体またはペンダントのボタンを押した場合や

センサー等により異常を感知した場合に，市が委託した事業者（警備会
社）が通報を受信し，利用者宅へ電話をかけ状況確認を行う。利用者が
電話を受けることができない場合には，鍵を預かった警備員を利用者宅
へ派遣し，必要に応じて，消防局へ救急車の緊急出動の要請を行う。

対 象 者 下記のいずれかに該当する者で，世帯全員が病弱なため日常生活を営
むうえで常時注意を要するもの
① ６５歳未満のひとり暮らし重度身体障害者（身体障害者手帳１・２
級）世帯

② ６５歳未満の重度身体障害者（身体障害者手帳１・２級）のみの世帯
③ ②に準ずる世帯（６５歳未満の重度身体障害者と重度知的障害者との
同居など）
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利用者負担額

予 算 額 令和２年度 2，307千円
間 在宅人工呼吸器・酸素濃縮器使用電気料助成事業（市単独事業 平成１３年度から
実施）
目 的 在宅で常時，人工呼吸器又は酸素濃縮器を使用している重度呼吸器機

能障害者に対して，これらの機器に係る電気料を助成し，障害者の経済
的負担の軽減と福祉の増進に資する。

対 象 者 ① 身体障害者手帳所持者で呼吸器機能障害１級又は３級の者，又はこ
れに準ずる者として特に市長が認める者

② 在宅で常時，人工呼吸器又は酸素濃縮器を使用する者
③ 生計中心者の前年の所得税が非課税の者

予 算 額 令和２年度 2，540千円
閑 重度心身障害者（児）紙おむつ等助成事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 在宅又は病院等で，紙おむつ等を使用している重度心身障害者（児）

に対し，紙おむつ購入費等を助成し，重度心身障害者（児）の福祉の向
上及びその世帯の経済的負担の軽減を図る。

対 象 者 ３歳以上の身体障害者手帳１級，２級の肢体不自由者または，療育手
帳Ａ１，Ａ２，Ａに該当する者で，生計中心者の前年の所得税が非課税の者
（生活保護世帯又は６５歳以上で住民税非課税世帯を除く。）

助 成 額 月額 ４，０００円以内
予 算 額 令和２年度 １2，271千円

関 寝具乾燥事業（市単独事業 昭和５４年度から実施）
目 的 寝たきりの身体障害者の寝具の洗濯・乾燥・消毒を行うことにより，

身体障害者の保健衛生の向上及び福祉の増進に寄与する。
対 象 者 １月の大半を寝たきりの状態で過ごし，かつ，日常生活に他人の介護

を要する状態が６カ月以上継続している６５歳未満の身体障害者で，伝染
性疾患者でなく，生計中心者の前年の所得税が非課税の者

実施回数 １人年３回以内
予 算 額 令和２年度 30千円

陥 重度身体障害者理髪・美容サービス事業（市単独事業 平成６年度から実施）
目 的 外出困難な重度身体障害者の家庭に理容・美容業者を派遣して，理髪・
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美容サービスを行い，保健衛生の向上及び福祉の増進を図る。
対 象 者 身体障害者手帳（視覚障害１級及び６５歳未満の肢体不自由１級）の所

持者で，外出困難な重度身体障害者
実施回数 １人年３回以内
予 算 額 令和２年度 1，153千円

韓 重度身体障害者住宅改造費助成事業（市単独事業 平成９年度から実施）
目 的 重度身体障害者の在宅での生活を支援するため，浴室・トイレ・廊下

の段差解消，手すりの設置や居室の改造等に要する経費を助成し，生活
環境の整備を図る。

対 象 者 重度身体障害者及びその同居者で，同居者全員の前年課税所得金額の
合計額が３３０万円以下であり，納付すべき市税の滞納がない世帯

助 成 額 １００万円と対象経費のいずれか低い額に，３分の２を乗じた額
予 算 額 令和２年度 ２2，068千円

館 重度身体障害者住宅リフォームヘルパー事業（市単独事業 平成９年度から実施）
目 的 重度身体障害者の住宅の改造を行う際に，リフォームヘルパーを派遣

して相談に応じ，適切なアドバイスを行うことで，重度身体障害者の住
環境の改善を図る。

対 象 者 ６５歳未満の重度の身体障害者で身体状況，家族構成，家屋の状況から
居室等の改良を希望する者

予 算 額 令和２年度 15千円
舘 児童発達支援事業専門員加算等補助金（市単独事業 昭和５１年度から実施）
目 的 在宅で児童発達支援事業所等へ通所する心身障害児又は重症心身障害

児に対し，日常生活基本動作訓練や集団生活適応訓練等の早期療育を行
うことにより各自の能力に応じた発達を支援する。

事業内容 児童発達支援事業所，福祉型児童発達支援センター及び放課後等デイ
サービスについて，より質の高い訓練や指導のほか専門的な個別指導
や，その家族に対する心理的サポートを含む総合的な療育指導を行う事
業所に対して，専門指導員等の経費の一部を助成する。
また，看護師等を雇用し，重症心身障害児等を通わせた場合にその経

費の一部を助成する。
予 算 額 令和２年度 270，090千円

丸 発達障害児等家族支援補助事業（市単独事業 令和元年度から実施）
目 的 発達障害児等が地域から孤立や児童虐待につながらないよう，保護者

が楽しく子育てに臨める自信を持たせるため，事業所が行う家族支援に
対し補助を行い，療育の質の向上を図る。

事業内容 児童発達支援事業所等が，通所している発達障害児等の保護者に対し
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て，グループ講習等の集団支援や居宅訪問等の個別支援を実施した場合
に，経費の一部を助成する。

予 算 額 令和２年度 6，000千円
含 障害児地域療育等支援事業（市単独事業 平成８年度から実施）
目 的 在宅障害児（者）のライフステージに応じた地域での生活を支援する

ため，障害児（者）施設の有する機能を活用し療育，相談体制の充実を
図るとともに，各種福祉サービスの提供の援助，調整等を行い，地域の
在宅障害児（者）及びその家庭の福祉の向上を図る。

事業内容 ① 障害児等療育支援事業
・在宅支援訪問療育指導事業
・在宅支援外来療育指導事業
・施設支援一般指導事業

② 地域療育等支援事業
対 象 者 在宅の重症心身障害児（者），知的障害児（者）及び身体障害児

（者）等
予 算 額 令和２年度 ５，409千円

岸 障害者相談支援専門員配置促進事業（市単独事業 令和元年度から実施）
障害児相談支援専門員配置促進事業（市単独事業 令和元年度から実施）

目 的 サービス等利用計画又は障害児支援計画を作成する相談支援専門員を
増員する事業所を補助することで，障害者（児）が適正な計画のもと，
効果的な支援が受けられる環境を作る。

事業内容 指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業所を行う社会福
祉法人等が，相談体制の充実を図るため，常勤専従の相談支援専門員を
新たに指定特定相談支援事業又は指定障害児相談支援事業を行う事業所
へ配置した場合に，経費の一部を助成する。

予 算 額 令和２年度 12，170千円（障害者相談支援専門員配置促進事業）
17，203千円（障害児相談支援専門員配置促進事業）

巌 障害者相談支援等事業（国の制度 平成１８年度から実施）
目 的 在宅で生活している障害者やその家族を対象に，地域で生活を送るう

えで必要な各種福祉サービスの活用などについて相談を受け，助言や利
用援助を行い，障害者の地域における生活を支援する。

事業内容 ① 障害者相談支援事業（電話・来所・訪問等による相談）
② 障害者緊急一時保護業務

予 算 額 令和２年度 5３，755千円
玩 鹿児島市障害者基幹相談支援センター事業（市単独事業 平成２４年１０月１日設置）

目 的 障害者（児）及びその家族等からの総合的な相談業務について，ワン
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ストップ化を図り，情報の提供及び助言その他障害福祉サービスの利用
支援等の必要な支援を行うとともに，関係機関との連絡調整，その他虐
待防止センターの機能を備えた，本市の相談支援の拠点となる基幹相談
支援センターを運営する。

事業内容 総合的な相談業務（身体障害・知的障害・精神障害（発達障害を含
む））及び成年後見制度利用支援事業を実施。
・身近な地域の相談支援事業者で対応できない個別事例への対応
・虐待防止センターの役割など

予 算 額 令和２年度 28，755千円
癌 地域生活支援拠点事業（国の制度 平成29年度から実施）
目 的 地域で生活する障害者の不安の解消を図り，障害者及び家族が安心し

て生活できるよう支援することにより，障害のある人もない人も共に地
域で生活できる社会の推進に寄与する。

事業概要 ・２４時間３６５日の緊急対応（相談，受入れ）
・施設等から地域生活への移行を希望する障害者に対して当拠点やグ
ループホーム等において地域生活の体験の場を提供

上記事業を行うため，拠点の機能を中核的に担う施設に対して，居室の
確保及びコーディネーター配置を行う。
平成29年10月１日から運用開始。

予 算 額 令和２年度 14，770千円
眼 障害者差別解消推進事業

目 的 障害者差別解消法の施行にあわせて，相談窓口を障害者基幹相談支援
センターに設置するとともに，民間事業者や市民に対する周知・啓発等
を行い，障害を理由とする差別の解消を推進する。

事業内容 ・障害者基幹相談支援センターに障害を理由とする差別の相談専門の
相談員を配置

・ポスターの掲示，パンフレットの配布等による周知・啓発など
予 算 額 令和２年度 ３，615千円

岩 自立支援医療費（更生医療）支給事業（国の制度 昭和２４年度から実施）
目 的 身体障害者の更生を目的にし，手術，治療により身体の機能障害を除

去し，または軽減して職業能力や日常生活を容易にする。
対 象 者 １８歳以上の身体障害者手帳を有する者
実 績

予 算 額 令和２年度 １，159，619千円
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翫 重度心身障害者等医療費助成事業（県補助事業 昭和４９年度から実施）
目 的 重度心身障害者（児）の保健の向上と福祉の増進を図るため本市では

昭和４９年７月から身体障害者手帳１級・２級所持者並びに知能指数３５以
下の一定の年齢の者を対象に保険診療分の自己負担額を助成する制度を
市単独事業として実施した。昭和４９年１０月から県の補助事業となり昭和
５８年２月から６５歳以上の対象者にも範囲が拡大された。

対 象 者 ① 身体障害者手帳の１級・２級所持者で１歳以上の者
② 知的障害者（児）で知能指数が３５以下の１歳以上の者
③ 身体障害者手帳の３級と知的障害者（児）で知能指数が３６以上５０以
下の合併障害者で１歳以上の者

上記の者で本人または保護者が市内に住所を有する者
助 成 額 保険診療分の自己負担額（１カ月単位）
助成の方法 償還払い
実 績 令和元年度助成件数 355，470件
予 算 額 令和２年度 １，848，296千円

贋 市民福祉手当（重度障害者（児）手当）（市単独事業 昭和４５年４月から実施）
目 的 重度障害者（児）に市民福祉手当を支給することにより，これらの者

の福祉の増進を図る。
対 象 者 ① 重度障害者（対象者１４，877人）（令和２年度予算人員）

１０月１日現在で本市に１年以上居住している２０歳以上の者で，身体
障害者手帳１・２級，療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１若しくは精神障害者保
健福祉手帳１・２級の者又はこれに準ずる障害を有する者

② 重度障害児（対象児479人）（令和２年度予算人員）
４月１日現在で本市に１年以上居住している２０歳未満の者で，身体

障害者手帳１・２級，療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１若しくは精神障害者保
健福祉手帳１・２級の者又はこれに準ずる障害を有する者

支 給 額 年額２４，０００円
予 算 額 令和２年度 ３71，010千円

雁 特別障害者手当（国の制度 昭和６１年度から実施）
目 的 日常生活において常時特別の介護を必要とする２０歳以上の在宅の重度

障害者の福祉の増進を図る。
手 当 額 月額２7，350円
実 績
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頑 障害児福祉手当（国の制度 昭和６１年度から実施）
目 的 日常生活において常時介護を必要とする２０歳未満の重度障害児の福祉

の増進を図る。
手 当 額 月額１４，880円
実 績

顔 福祉手当（経過措置分）（国の制度 昭和６１年度から実施）
目 的 日常生活において常時介護を必要とする重度障害者の福祉の増進を図

る。（旧福祉手当の受給者で特別障害者手当，障害基礎年金の非該当者）
手 当 額 月額１４，880円
実 績

願 心身障害者扶養共済事業（県の制度 昭和４５年度から実施）
目 的 心身障害者の保護者の相互扶助の精神に基づき，保護者の死亡又は重

度障害の状態となった後の心身障害者に年金を支給し，心身障害者の生
活の安定と福祉の増進に資する。下記①～③のいずれかに該当する心身
障害者の保護者で市内に住む６５歳未満の健康な者

対 象 者 ① 知的障害者 ② 身体障害者（１級から３級まで）
③ ①②に準ずる者で将来独立自活することが困難と認められる者

加入限度 心身障害者１人につき２口まで
加入者数 167人（令和２．４．１現在）
給付内容 加入者が死亡又は重度障害の状態となった日の属する月から心身障害

者に対し，加入口数が１口につき年金月額２万円が支給される。
予 算 額 令和２年度 10，054千円

企 心身障害者総合福祉センター（ゆうあい館）

① 設置目的
このセンターは，障害者のふれあいと自立活動の拠点として，また，福祉の増

進や社会参加の意欲の向上などを図るための中核となる施設であり，地域活動支
援センター事業や福祉機器リサイクル事業，身体障害者パソコン講座などを行っ
ている。
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障害者の活動やコミュニケーションの場として，また，心の福祉を育むところ
として，気軽に，楽しく，活用されることを目的とする。

② 利用方法等
・開館時間 午前９時～午後９時
・休 館 日 水曜日，１２月２９日から翌年の１月３日まで
・使 用 料 無料
・利用対象者 市内に居住する身体障害者手帳や療育手帳を有する者等

③ 主な事業
・地域活動支援センター事業
機能訓練，料理講座，点字講座，パソコン講座，手話講座，民謡講座，三味線
講座，カラオケ講座（Ａ・Ｂ），卓球バレー講座（Ａ・Ｂ），洋裁講座，生花講
座，大正琴講座，茶道講座，舞踊講座，身体障害者交流，送迎サービス

・ことばの発達指導事業
・利用者相談支援等事業
・健康相談
・スポーツ・レクリエーション
・社会参加を促進するための施設の利用
・福祉機器リサイクル事業
・ＩＴ講習会開催事業

伎 知的障害者福祉センター（ふれあい館）

① 設置目的
このセンターは，知的障害者の中核となる施設として，平成１２年１１月に開所し

た。体育館，温水プール，プレイルーム，音楽ルーム，会議室，交流スペース，
福祉作業室，展示コーナー，相談室等を備えている。知的障害者相互のふれあい
を深め，生きがいと健康づくりを支援し，知的障害者とその家族の福祉の向上を
図ることを目的とする。

② 利用方法等
・開館時間 午前９時～午後９時
・休 館 日 月曜日，１２月２９日から翌年の１月３日まで
・使 用 料 無料
・利用対象者 療育手帳所持者等とその家族及び知的障害者のために奉仕活動を

行う個人や団体
③ 主な事業

スポーツ，レクリエーション，健康・生活・職業等の相談・指導，教育講座等
の開催
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危 精神保健福祉交流センター（はーと・ぱーく）

① 設置目的
このセンターは，精神障害者の自立及び社会参加の促進を図るとともに，市民

の精神障害に対する理解と相互の交流を深めることを目的とする。
② 利用方法等
・開館時間 午前９時～午後９時
・休 館 日 火曜日，１２月２９日から翌年の１月３日まで
・使 用 料 無料
・利用対象者 精神障害者保健福祉手帳所持者（障害の程度が同程度と認められ

る者）とその家族や介護者及び精神障害者のために奉仕活動を行う
個人や団体

③ 主な事業
・センター内施設「交流スペース」，「多目的ルーム」，「会議室」，「相談室」，「資
料室」，「調理室」，「音楽ルーム」，「デイケア室」の利用

・健康，生活，就労等の相談・指導
・精神障害者に対する社会的偏見をなくし地域住民等との交流を図るイベント
・精神障害に対する正しい知識の普及啓発を目的とした講座，講習会等の開催

喜 成年後見制度利用支援事業（国の制度 平成１４年度から実施）
目 的 身寄りのない知的障害者・精神障害者等で，後見開始の審判を申立て

る者がいない者のために，審判の申立てを行うほか，その申立て費用を
負担し，判断能力の不十分な知的障害者・精神障害者等の保護を図る。

予 算 額 令和２年度 6，360千円
器 障害福祉計画策定・管理事業（市単独事業 平成１８年度から実施）
目 的 障害者総合支援法に基づく市町村障害福祉計画及び児童福祉法に基づ

く市町村障害児福祉計画である鹿児島市障害福祉計画第５期計画・鹿児
島市障害児福祉計画第１期計画（平成30～令和２年度）の計画期間の終
了に伴い，次期計画を策定する。また，障害者基本法に基づく市町村障
害者計画である第四次鹿児島市障害者計画（平成30～令和４年度）並び
に鹿児島市障害福祉計画第５期計画・鹿児島市障害児福祉計画第１期計
画を推進し，進行管理を行う。

内 容 ① 第四次鹿児島市障害者計画
ア 根拠：障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」
イ 内容：本市の障害者施策を推進するための計画として，施策の基

本的方向を示す
ウ 計画期間：平成３０年度から令和４年度

② 鹿児島市障害福祉計画第５期計画・鹿児島市障害児福祉計画第１期
計画
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ア 根拠：障害者総合支援法に基づく「市町村障害福祉計画」
児童福祉法に基づく「市町村障害児福祉計画」
「第四次鹿児島市障害者計画」の数値目標を含む実施計画
と位置付ける

イ 内容：障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の体制の確保に
関する計画

ウ 計画期間：平成３０年度から令和２年度
次期計画期間：令和３年度から令和５年度（令和２年度策定予定）

予 算 額 令和２年度 4，083千円
基 障害者施策推進協議会（昭和４９年度から実施）
障害者基本法に基づく障害者施策推進協議会を平成６年６月設置した。
（昭和４９年１０月設置の心身障害者対策協議会を名称変更）
委員の構成 学識経験者 ７人券

犬計１7人
行政機関の関係者 １０人鹸

予 算 額 令和２年度 73千円
奇 障害者自立支援協議会（平成２０年度設置）
障害者総合支援法に基づく協議会として，関係機関の連携強化や障害福祉計画の進

行管理等を行う。
委員の構成 学識経験者 ３人

関係団体等 １９人
公募市民 ４人
行政 ４人

嬉 医療的ケアを必要とする障害児支援事業（国の制度 令和元年度から実施）
目 的 医療的ケア児（人工呼吸器を装着している障害児その他の日常生活を

営むために医療を要する状態にある障害児）が適正な支援を受けられる
ように、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関が連携を図る
ための協議の場を運営する。

予 算 額 令和２年度 345千円
寄 ナイスハート支援事業（市単独事業 平成２４年度から実施）
目 的 障害者授産施設の生産物の販売等を促進するとともに市民への啓発を

行い，障害者の生産意欲の向上を図る。
事業内容 障害者施設の生産物の販売等を促進するための広報等の経費に対し助

成する。
① 助成先 物品の加工・販売等を行う障害福祉サービス事業所で構

成する団体
② 広報内容 生産物（木工品，パン，菓子等）やレストラン等の案内
③ 広報方法 カタログ及びホームページなど
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予 算 額 令和２年度 700千円
岐 チャレンジド大賞表彰事業（市単独事業 平成２５年度から実施）
目 的 障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに，障害者の社会

参加と自立支援の促進を図る。
事業概要 様々な分野において，前向きに取り組み輝いている障害者個人や団体

及び障害者の方々を積極的に支援している個人等を表彰する。
予 算 額 令和２年度 971千円

６ 生活保護
敢 保護状況（令和２年度予算額 扶助費 ２６，493，618千円）
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柑 生活保護の推移（指数については，平成２7年度を１００とする）

７ 生活困窮者自立支援
敢 自立相談支援事業（国の制度 平成27年度から実施）

目 的 生活困窮者に対する自立の支援に関する措置を講ずることにより，生活
困窮者の自立の促進を図る。

内 容 生活困窮者の様々な課題に一元的に対応し，生活困窮者への的確な評
価・分析に基づいて自立支援計画を策定し，関係機関との調整などを行
う。また，生活支援コーディネーターを配置し，窓口へ来られない生活
困窮者等に対する訪問支援等を行う。

予算額 令和２年度 17，615千円

柑 家計改善支援事業（国の制度 令和元年度から実施）
内 容 相談者の家計状況の「見える化」によって根本的課題を把握し，関係機

関と連携して債権等の整理を図る。
予算額 令和２年度 75千円

桓 就労準備支援事業（国の制度 平成2８年度から実施）
内 容 一般就労に向けた準備が整っていない者を対象に，一般就労に従事する

準備としての基礎能力の形成を計画的かつ一貫して支援する。
予算額 令和２年度 480千円
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棺 住居確保給付金（国の制度 平成27年度から実施）
内 容 生活困窮者のうち離職等により経済的に困窮し，居住する住宅の所有権

等を失い，又は現に賃借して居住する住宅の家賃を支払うことが困難と
なった者であって，就職を容易にするため住居を確保する必要があると
認められる者に対して支給する。

予算額 令和２年度 997千円

款 子ども学習サポート事業（国の制度 平成2８年度から実施）
内 容 家庭の事情により，家庭での学習が困難であったり，学習習慣が十分に

身に付いていない小学校５・６年生，中学生への学習支援を，教員ＯＢ
や大学生等の協力により実施する。

予算額 令和２年度 4，101千円

歓 生活・就労支援センターかごしま（平成2８年度に開設）
内 容 生活・就労支援センターかごしま内に設置したハローワーク窓口やシル

バー人材センター窓口を通じて，就職を希望する生活困窮者等へワンス
トップでの支援を行う。

８ 保健衛生
鹿児島市保健所 山下町１１番１号
北部保健センター 吉野町３２７５番地３
東部保健センター 山下町１１番１号
西部保健センター 永吉二丁目２１番６号
中央保健センター 鴨池二丁目２５番１－１１号
南部保健センター 西谷山一丁目３番２号
吉田地区保健センター 本城町１６８７番地２
桜島地区保健センター 桜島藤野町１４５６番地１
松元地区保健センター 上谷口町２８８３番地
郡山地区保健センター 郡山町１４１番地
喜入地区保健センター 喜入町６１００番地
食肉衛生検査所 下福元町７８５２番地
保健環境試験所 鴨池二丁目２２番１８号
動物管理事務所 田上町３９１０番地

敢 生活衛生

① 業務内容

ア 広報・教育・調査
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保健所行事広報，衛生教育，人口動態調査その他保健衛生に関する調査
イ 監視・指導・取締

医事，薬事，毒物劇物，環境衛生，食品衛生，家庭用品衛生，温泉，化製場
等

ウ 許認可免許手続
営業関係許認可，診療所等の開設許可，医療従事者等の免許手続

エ 犬・猫関係
犬の登録，狂犬病予防注射，飼い方の指導，放し飼い犬等の捕獲，猫の引取
り

② 活動状況

ア 食品衛生
食品衛生営業許可事務取扱件数 （令和元年度）

監視指導延件数 5，431件
イ 環境衛生

環境衛生営業許可事務取扱件数 （令和元年度）

監視指導延件数 ７86件 （※泉源数）
ウ 統計届出

人口動態取扱件数 （令和元年度）

エ 犬の登録頭数ほか （令和元年度）

－２０３－

福
祉
・
保
健
（
８
保
健
衛
生
）

計その他菓 子
製 造

乳 類
販 売

氷 雪
販 売

魚介類
販 売

食 肉
販 売喫茶店飲食店区 分

3，22913216817901791742142，183申 請
3，23513216917601781722122，196許 可
10，96959154291776827266676，837現 在 数

離 婚婚 姻死 産死 亡出 生
1，1503，4071586，3515，085

引
取
頭
数

猫

の

措
置
命
令

咬
傷
届
数

返
還
頭
数

畜
犬
証
明

引
取
頭
数

犬

の

捕
獲
頭
数

放
飼
犬
等
の

予
防
注
射

狂
犬
病

犬
の
登
録

区分

6840136172110217，8791，724件数

計
温 泉登

録
業

建
築
物

建
築
物

特

定

ニ
ン
グ
所

ク
リ
ー

出
張
美
容

美
容
所

出
張
理
容

理
容
所

公
衆
浴
場

興
行
場

仮

設

興
行
場

旅

館
区 分 利用

許可
動力
装置掘削

18341129366912840028申請又は届出
17731129466882840025許可又は確認

3，714187233※2661692013751001，28728525132016195現 在 数



オ 第一種動物取扱業登録数及び特定動物飼養保管許可数 （令和元年度）

カ 化製場等施設数 （令和元年度）

キ 食鳥処理場施設数 （令和元年度）

③ 医療関係

ア 医師，歯科医師及び薬剤師数（平成30．１２．３１現在）
医師 2，593人 人口１０万人当たり434．3人
歯科医師 744人 〃 124．6人
薬剤師 1，596人 〃 267．3人
（資料 厚生労働省大臣官房統計情報部「平成30年医師・歯科医師・薬剤師調査」）

イ 病床数（令和２．４．１現在）
14，132床（助産所を除く）
人口１０万人当たり 2，381床

ウ 市内医療施設（令和２．４．１現在）
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く公的医
療施設

市県国
経営主体

区分
88181３１２病 院 数

病

院

6，626６０4，632344568１，０22床一 般
病

床

数

2，5362，50630床療 養
53４０１３床結 核

3，2833，243４０床精 神
7６１床感 染 症

12，5056010，421３７４5741，076床計
44112929547３３無床診療所数一

般
診
療
所

103697診療所数有

床

1，438731，365床一 般
1899180床療 養

1，627821，545床計

認 定 小 規 模大 規 模施設別
区 分

１0
22回

２
９回

現 在 施 設 数
監 視 指 導 数

飼 養 許 可 畜 舎（指定区域内）準用
施設

死 亡
獣 畜
取扱場

化製場施設別
区分 合計めん羊山羊犬あひる鶏豚馬牛

24１１９１３２４３２１７現 在 施 設 数
40２２11２６４７６２１３監 視 指 導 数



エ 市内医療関連施設（令和２．４．１現在）

オ 地域救急医療
契 初期救急医療（一般的な疾病・けがに対応）

休日在宅当番医制・夜間急病センター・歯科救急医療（休日等歯科診療・
夜間歯科診療）・夜間救急薬局・かかりつけの病院・診療所
ａ 休日在宅当番医制（昭和４２年３月から実施）
祇 日曜，祝日，８/１４・８/１５，１２/３１～１/３の午前９時～午後６時
義 ９診療科目を当番医制で配置

ｂ 夜間急病センター（平成１８年４月１日供用開始）
設置場所 鹿児島市保健・急病センター１階
祇 毎日 午後７時～翌朝７時（日曜，祝日，８/１４・８/１５，１２/２９～１/３は
午後６時～翌朝７時）
※眼科，耳鼻いんこう科は午後１１時まで

義 診療科目 内科・小児科・外科・眼科・耳鼻いんこう科・産婦人科
※眼科，耳鼻いんこう科，産婦人科はオンコール制

ｃ 歯科救急医療（休日：昭和５４年３月から 夜間：平成４年４月から実施）
○休日歯科診療（在宅当番医制）
祇 日曜，祝日，８/１3～８/１５，１２/２９～１/３の午前９時～午後４時
義 １歯科診療所を当番医制で配置（５/３～５/５，８/１３～８/１５，１２/２９～１/３は

２ないし３歯科診療所）
○夜間歯科診療（在宅当番医制）
祇 毎日 午後６時～午後１１時
義 １歯科診療所を当番医制で配置（５/３～５/５，８/１３～８/１５，１２/２９～１/３は

２歯科診療所）
ｄ 鹿児島市薬剤師会夜間救急薬局（平成５年７月から実施）
設置場所 鹿児島市保健・急病センター１階
祇 毎日 午後７時～翌朝７時（日曜，祝日，８/１４・８/１５，１２/２９～１/３は

－２０５－

福
祉
・
保
健
（
８
保
健
衛
生
）

計個人医療
法人等

左記を除
く公的医
療施設

市県国
経営主体

区分
376272104無床診療所数歯

科
診
療
所

診療所数有
床 床病 床 数

7271１無床助産所数助
産
所

31２助産所数有
床 19118床入 所 数

歯科技工所施術所衛生検査所店舗販売業薬 局

1399288135352施 設 数



午後６時～翌朝７時）
形 第二次救急医療（初期救急医療機関から要請を受けて，特に入院加療を要
する重症患者に対応）
ａ 共同利用型病院「鹿児島市医師会病院」（昭和５９年６月から実施）
祇 毎日 ２４時間体制
義 診療科目 内科・脳神経内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内

科・外科・消化器外科・呼吸器外科・婦人科・放射線科・麻酔科・ペイ
ンクリニック内科・救急科・病理診断科・リハビリテーション科・緩和
ケア内科（計16科目）

径 第三次救急医療（第二次救急医療機関から要請を受けて，特に頭部外傷・
脳卒中・未熟児・心筋梗塞等の直ちに救命処置を要する重篤患者に対応）
ａ 鹿児島市立病院救命救急センター・成育医療センター・脳卒中センター
祇 毎日 ２４時間体制

ｂ 鹿児島大学病院救命救急センター
祇 毎日 ２４時間体制

柑 保健予防

① 業務内容

相談・健診・教室・訪問指導・給付事業等
ア 母と子の健康

母子健康手帳交付と妊産婦健康相談，乳幼児予約制・１歳６か月児・３歳児
健康診査，医療機関委託による妊婦・産婦・乳幼児健康診査，新生児聴覚検査
への公費助成，出産と育児についての健康教室（母親・父親になるための準備
教室，育児教室），新生児・妊産婦・乳幼児の訪問指導，こんにちは赤ちゃん
事業，育児支援（育児相談），子どもすこやか安心ねっと（乳幼児相談窓口，
すくすく親子教室，わくわく親子教室，総合発達相談会，親支援教室，フォ
ローアップ学習会等），妊娠・出産包括支援（子育て世代包括支援センター
（保健センター）の運営，母子保健支援員・発達支援専門員の配置，産後ケ
ア，ぷれママ・ママのほっとスペース事業等），公費負担による医療費の助成
（妊娠高血圧症候群や糖尿病などの妊産婦，未熟児，身体に障害を有する児，
小児慢性特定疾病児，特定不妊治療・不育症治療を受けた夫婦の医療費），不
妊専門相談センターの設置，小児慢性特定疾病児童等自立支援

イ 歯の健康
医療機関委託による幼児の歯科健診・フッ化物塗布（乳幼児歯の健康づくり

事業），小学一年生の歯科健診・フッ化物塗布（子ども達の歯と口の健康を守
るための歯科健診事業），成人歯科教室，寝たきり者等訪問歯科指導，歯科衛
生の普及，口腔保健支援センターの運営

－２０６－

福
祉
・
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健
（
８
保
健
衛
生
）



ウ 成人と高齢者の健康
健康相談，特定保健指導，栄養相談，訪問指導，お達者クラブ，よかよか元

気クラブ，元気いきいき検診（がん検診，腹部超音波検診，骨粗鬆症検診，一
般健診，肝炎ウイルス検診，歯周病検診），運動普及推進員・健康づくり推進
員の支援，健康づくり教室・講座（生活習慣病予防の健康教室，市民のための
糖尿病講演会，認知症予防教室，ロコモ予防教室，薬の健康教室，低栄養予防
教室，口腔機能低下予防教室，こころの健康教室），短期集中予防サービス事
業，一般介護予防（口腔・栄養・運動）複合教室，慢性腎臓病予防ネットワー
ク事業

エ 健康づくりイベント
北部ふれあい健康まつり，東部健康づくり交流会，西部かがやき健康祭，中

央ふれあい健康展，谷山健康まつり，市民健康まつり，与次郎・海の道ウォー
キング，城山すそ野ウォーキング，慈眼寺ふるさとウォーキング，甲突河畔
ウォーキング，花と緑の吉野公園ウォーキング

オ 疾病の感染予防
結核の感染予防対策（胸部エックス線撮影健康診断，結核医療給付，家庭訪

問による療養と感染防止指導等），予防接種（ジフテリア，百日せき，破傷
風，急性灰白髄炎（ポリオ），麻しん，風しん，日本脳炎，結核（ＢＣＧ），
Ｈｉｂ感染症，小児用肺炎球菌，ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸が
ん），水痘，Ｂ型肝炎，高齢者等のインフルエンザ，成人用肺炎球菌，ロタウ
イルス感染症，流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）），感染症発生時対策及び発生
動向調査，性感染症，ＨＴＬＶ－１，ＨＩＶ，肝炎ウイルス，風しんなど特定感
染症の予防対策

カ 食生活と栄養
食生活に関する相談，食に関する健康教室，食生活改善推進員の養成・活動

支援，食育教室，給食施設指導，国民健康・栄養調査，食品表示（保健事項）
に関する相談

キ 医療福祉相談
② 活動状況

ア 定期予防接種 （令和元年度）（単位：件）

－２０７－
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小 児 用
肺 炎 球 菌

結 核
（ＢＣＧ）日 本 脳 炎麻しん・風しん

混合（１・２期）
２ 種 混 合
（ ２ 期 ）

急性灰白髄炎
（ポリオ）３ 種 混 合４ 種 混 合

19，4144，84822，9859，8973，51915119，611

麻しん・風しん
混 合（ ５ 期 ）

成 人 用
肺 炎 球 菌

高齢者等の
インフルエンザＢ 型 肝 炎水 痘ヒトパピローマ

ウイルス感染症Hib感染症

1，0975，06992，34814，3589，53610918，980



イ 予防接種（任意接種）（令和元年度）（単位：件）

ウ 健康診査並びに保健指導等 （令和元年度）（単位：人，件）

エ がん検診等実施状況 （令和元年度）（単位：人，％）

－２０８－

福
祉
・
保
健
（
８
保
健
衛
生
）

麻しん・風しん混合（任意）風しん（妊娠を希望する方等）ロ タ ウ ィ ル ス
6798769，722

栄 養 改 善

個 別 指 導

特 定

保 健 指 導

健 康 増 進

健 康 教 育

栄 養 改 善

集 団 指 導

面 接
電 話 等 保
健 指 導

成人・老人

健 康 教 育

お達者クラブ
（ 地 域 介 護
予 防 活 動 ）

成人・老人

健 康 相 談

地 域
保 健 活 動
訪 問 指 導

4，578246，57717，81973，67341，30361，7399，17510，683

妊 産 婦

訪 問 指 導

３ 歳 児

健 康 診 査

１ 歳
６ か 月 児
健 康 診 査

乳 幼 児
健 康 診 査
（予約制）

乳 幼 児

健 康 診 査

産 婦

健 康 診 査

妊 婦

健 康 診 査

妊 産 婦

健 康 相 談

妊 娠

届 出 数

5，0985，1254，7779714，3408，54359，3105，1004，841

親 支 援

教 室

わ く わ く

親 子 教 室

す く す く

親 子 教 室

乳 幼 児

相 談 窓 口
育 児 相 談育 児 教 室

母親・父親に
なるための
準 備 教 室

こんにちは赤
ちゃん事業に
よ る 訪 問

新 生 児

訪 問 指 導

1073121，9781，8665，9397123408514，277

小 慢 に 関
する相談・
訪 問

乳 幼 児
歯 の 健 康
づ く り

性 教 育
不 妊 に 関

す る 相 談

総 合 発 達

相 談

親 子
ひ だ ま り
発 達 相 談

2，63614，8501471649620

要 精 密 者異 常 な し受 診 率受 診 者対 象 者区 分
－－４．654411，807一 般 健 康 診 査

9549，0697．610，023132，100胃 が ん 検 診
42026，85923．227，279117，600子 宮 が ん 検 診
67814，79115．115，469102，700乳 が ん 検 診
46322，46917．722，932129，700肺 が ん 検 診

1，65820，89315．822，551143，000大 腸 が ん 検 診
741，10115．71，1757，500前 立 腺 が ん 検 診
79816，17212．816，970132，100腹 部 超 音 波 検 診
586，885－6，943－肝 炎 ウ イ ル ス 検 診

2191，70616．91，92511，400骨 粗 鬆 症 検 診
5684353．11，00332，813歯 周 病 検 診

※各検診の受診者には，半日がん検診受診者を含む。 ※肝炎ウイルス検診の要精密者欄は，陽性者数。



オ 結核予防
契 結核登録者数 （単位：人）

形 実務義務者別にみた健康診断実施状況 （令和元年度）（単位：人，％）

※受診者数は，事業者等から報告のあった数のみを集計。

桓 保健支援

① 業務内容

ア 心の健康
精神保健福祉相談・訪問，自立支援医療費（精神通院）受給認定申請受付

等，精神障害者保健福祉手帳の申請受付等，精神保健デイ・ケア，障害福祉
サービスの支給決定（居宅介護，短期入所，就労移行・継続支援，共同生活援
助等），地域生活支援事業，精神障害者相談事業，家族のための教室，ふれあ
い交流事業，精神保健に関する講演会等，自殺対策事業

イ 難病対策
医療講演会，難病に関する相談，指定難病医療対策事業の申請受付，骨髄バ

ンク登録推進，難病対策地域協議会，難病ガイドブック作成配布
ウ 医療福祉相談

－２０９－

福
祉
・
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健
（
８
保
健
衛
生
）

登録者の増減
令和２年３月末現在平成31年３月末現在

人口１，０００人中登 録 者 数人口１，０００人中登 録 者 数

△340．372170．42251

発見患者数受 診 率受 診 者対 象 者区分種別
０88．332，04136，270事 業 者実

施
主
体

定

期

097．613，60213，930学 校 長

098．13，4963，563施 設 長

119．416，75686，400市 長（業態者含む）

147．065，895140，163計

599．9893894患 者 家 族 等定
期
外

０１００．０2525そ の 他

5９９．9918919計

6４7．4６6，813141，082合 計



② 活動状況

ア 精神保健相談・訪問等 （令和元年度）（単位：人，件）

イ 難病相談・訪問等 （令和元年度）（単位：人，件）

棺 保健環境検査

① 業務内容

ア 臨床検査
イ 食品等検査
ウ 環境検査

② 活動状況

ア 臨床検査 （令和元年度）

－２１０－

福
祉
・
保
健
（
８
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健
衛
生
）

項 目 数検 体 数区 分
17，8937，835病 原 性 腸 内 細 菌 検 査

46096食 中 毒 検 査
3939感 染 症 検 査

11，1375，033尿 検 査
1，424712梅 毒 血 清 反 応 検 査

483483淋 菌 検 査
44寄 生 虫 卵 検 査

44055血 液 一 般 検 査
1，316286血 液 理 化 学 検 査
1，2541，254免 疫 血 清 検 査
2，2141，107Ｈ Ｉ Ｖ 検 査
36，66416，904計

精 神 保 健 福 祉
に 関 す る
普 及 啓 発

精 神 保 健

デ イ ・ ケ ア

精 神 保 健

訪 問 指 導

精 神 保 健

福 祉 相 談

4，01931897113，020

難 病

健 康 教 育

難 病 に 関 す る

訪 問 指 導

医 療 社 会

事 業 相 談

難 病 に 関 す る

相 談

6941347，0338，409



イ 食品等検査 （令和元年度）

ウ 環境検査 （令和元年度）

款 食肉衛生検査

① 業務内容

ア 牛・豚等の生体検査，内臓検査，枝肉検査
イ 精密検査：病理，微生物，理化学検査

－２１１－

一 般 検 査行 政 検 査
区 分

項 目 数検 体 数項 目 数検 体 数
003477乳 及 び 乳 製 品
00729アイスクリーム類・氷菓
1124376菓 子 類
34967666肉 卵 類 及 び そ の 加 工 品
426229魚 介 類
418020穀 類 及 び そ の 加 工 品
541812729野菜・果物及びその加工品
381218927魚 介 類 加 工 品
0046481そ の 他 の 食 品
002，41837農 産 物 の 残 留 農 薬
001，701732その他（拭き取り検査等 ）

1，1295200飲 料 水 適 否 試 験
001，820140簡 易 水 道
00727133プ ー ル 水 ・ 浴 場 水 検 査
0011251家 庭 用 品 等 検 査

1，264959，0381，437計

福
祉
・
保
健
（
８
保
健
衛
生
）

項目数検体数区 分
6，110267河 川 ・ 水 路 等 調 査

水
質

4，543143地 下 水 調 査
12028海 水 浴 場 調 査

1，568132工 場 排 水 基 準 監 視
91530産 業 廃 棄 物 処 分 場 排 出 水 調 査
37010錫 山 周 辺 調 査
44015そ の 他 （ 臨 時 調 査 ・ 苦 情 等 ）
44臭 気 指 数 測 定大

気 1，57693酸 性 雨 調 査
15，646722計



ウ 衛生指導
② 活動状況

ア 畜種別と畜検査頭数及び処分頭数 （令和元年度）

歓 保健・急病センター

① 施設の概要

所 在 地 鴨池二丁目２２番１８号
敷地面積 １，９３１．１５釈
延床面積 ４，０１３．６７釈
構 造 鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建

② 施設の内容

ア 夜間急病センター １階
イ 鹿児島市薬剤師会夜間救急薬局 １階

※詳しくは，Ｐ205～6を参照

ウ 精神保健福祉交流センター ２階・３階 ※詳しくは，Ｐ１98を参照
精神障害者の自立及び社会参加の促進を図るとともに，市民の精神障害に対

する理解と相互交流を深めることを目的とした施設
閉 館 日 毎週火曜日・１２/２９～１/３
開館時間 午前９時～午後９時
主な施設 交流スペース，多目的ルーム，相談室，デイケア室，調理室，

音楽ルーム等
エ 保健環境試験所 ３階・４階・５階

各種検診の臨床検査，食品等の検査，大気・水質等の環境検査及び感染症・
食中毒発生時の原因物質の検査を行う施設
検査内容
・臨床検査 尿検査・検便・血液検査などを実施
・食品検査 食品検査・飲料水検査などを実施
・環境検査 河川水・工場排水等の水質調査，臭気指数測定，酸性雨調査

などを実施

－２１２－

福
祉
・
保
健
（
８
保
健
衛
生
）

計豚馬牛畜 種

233，352219，013０14，339検 査 頭 数

988891０97頭 数

全部廃棄

0．420．41０0．68％

券
犬
鹸


